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テクニカル概説

テクニカル概説情報では、製品体系に関連する標準および技術的側面を紹介しま
す。

Service Component Architecture
Service Component Architecture (SCA) は、サービス指向アーキテクチャーを使用可
能にするもので、IBM® を含む多くの企業が提供しています。SCA は、プラットフ
ォームおよびベンダーから独立したプログラミング・モデルで、技術的な実装の詳
細に関わらず、ビジネス・ロジックとビジネス・データを SOA サービスとして表
現するためのシンプルで一貫性のある手段を提供します。このセクションでは、
SCA サービスとデータ・オブジェクトについて検討します。

SCA およびサービス呼び出し
データ、呼び出し、構成というプログラミング・モデルの 3 つの側面を捉え、サー
ビスをベースとした手法の新しいパラダイムのいくつかを適用すると、SOA の新た
なプログラミング・モデルが見えてきます。Service Component Architecture (SCA)

は、SOA ソリューション内でビジネス・サービスを呼び出す手段を提供します。

サービス指向アーキテクチャーを構成するアーキテクチャー構成体には、サービス
間で交換されるデータを表現する方法、サービスを呼び出すメカニズム、およびサ
ービスから大規模統合ビジネス・アプリケーションを構成する方法が含まれていま
す。現在は、これらのそれぞれをサポートするための多数の異なるプログラミン
グ・モデルがあります。この状況により、開発者には、特定のビジネス上の問題を
解決するだけでなく、適切な実装テクノロジーを選択して理解するという課題も与
えられています。WebSphere® Process Server SOA ソリューションの重要な目的の
1 つは、このような複雑さを緩和することです。これは、サービス指向ビジネス・
アプリケーションを実装するために使用されるさまざまなプログラミング・モデル
を 1 つにまとめて、簡素化されたプログラミング・モデルにすることによって、実
現します。

このセクションでは特に、ビジネス・サービスを定義して呼び出すサービス指向コ
ンポーネント・モデルとしての WebSphere Process Server 内の Service Component

Architecture (SCA) に焦点を当てています。SCA は、WebSphere Process Server の
SOA ソリューションに呼び出しモデルを提供するために重要な役割を果たしていま
す。SCA は、ビジネス・サービスから複合ビジネス・アプリケーションを構成する
場合にも役割を果たします。

第一に分かるのは、データは主に Extensible Markup Language (XML) によって表さ
れており、サービス・データ・オブジェクト (SDO) 仕様に基づくビジネス・オブジ
ェクトを使用するか、または XPath や XSLT (Extensible Stylesheet Language

Transformation) などのネイティブ XML 機能を介してプログラムされることです。
第二に、サービス呼び出しは Service Component Architecture (SCA) にマップされま
す。最後に、Business Process Execution Language (BPEL) を使用したプロセス・オ
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ーケストレーションのなかに構成が統合されます。以下の図に、この新しいプログ
ラミング・モデルの 3 つの側面を示します。

SCA は、Java EE ランタイム環境で実行されるアプリケーションを作成するための
簡素化されたプログラミング・モデルを提供することを目的としており、既存の
Java EE テクノロジーを改良した概念および技法に基づいています。SCA の重要な
性質の 1 つは、アプリケーション・ビジネス・ロジックを、実装の詳細と分離でき
るようにしている点です。これを実現するため、SCA では、セッション
Bean、Web サービス、Java クラス、または BPEL として既に表現されている可能
性のあるサービス・タイプを 1 つに抽象化できます。ビジネス・ロジックをインフ
ラストラクチャー・ロジックから分離できることは、エンタープライズ・アプリケ
ーションを構築するために必要な IT リソースを削減し、開発者が、どの実装テク
ノロジーを使用すべきかについての詳細に重点を置くのではなく、特定のビジネス
上の問題に取り組むための時間を増やすために重要です。

モジュール
モジュール は、エンタープライズ・アーカイブ (EAR) ファイルに一緒にパッケー
ジされる成果物を決定するデプロイメントの単位です。モジュール内のコンポーネ
ントは、パフォーマンスを考慮して連結され、参照によってデータを渡すことがで
きます。モジュールは、スコープを設定するメカニズムと見なすことができます。
つまり、モジュールによって成果物の組織上の境界が設定されます。

モジュールは、サービス・コンポーネント、インポート、およびエクスポートの複
合体です。サービス・コンポーネント、インポート、およびエクスポートは同じプ
ロジェクトのルート・フォルダーに存在します。ここには、インポートおよびエク
スポートに必要なバインディングとコンポーネントをリンクするワイヤリングも含
まれます。モジュールには、そのコンポーネント、インポート、およびエクスポー
トによって参照される実装とインターフェースも含まれていることがあります。あ
るいは、これらの実装とインターフェースが、ライブラリー・プロジェクトなど、
他のプロジェクトに配置されることもあります。
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図 1. SOA のプログラミング・モデル内部のデータ、呼び出し、および構成の表現

2 テクニカル概説



モジュールには 2 つのタイプがあります。一つは、モジュール と呼ばれるモジュ
ールです (ビジネス・インテグレーション・モジュールと呼ばれることもありま
す)。これには、多数のコンポーネント・タイプから選択したものが含まれており、
ビジネス・プロセスのサポートによく使用されます。もう一つは、メディエーショ
ン・モジュール と呼ばれるモジュールです。これには最大で 1 つのコンポーネン
ト、1 つ以上のメディエーション・フロー・コンポーネント、およびメディエーシ
ョン・フロー・コンポーネントを拡張する 0 個以上の Java コンポーネントが含ま
れます。

モジュールには、1 つ以上のメディエーション・フロー・コンポーネントを格納す
ることができます。

なぜ 2 つのモジュール・タイプがあるのでしょうか。最初のタイプのモジュール
は、主にビジネス・プロセス用に設計されています。メディエーション・モジュー
ルは、既存の外部サービスへのゲートウェイのようなものであり、エンタープライ
ズ・サービス・バス・アーキテクチャーでよく使用されます。これらの外部サービ
スまたはエクスポートは、インポートまたはサービス・プロバイダーによってメデ
ィエーション・モジュール内でアクセスされます。メディエーション・フローによ
ってクライアント・サービス要求元をサービス・プロバイダーから分離することに
より、アプリケーションの柔軟性および回復力が増し、サービス指向アーキテクチ
ャーという目標に到達できます。例えば、メディエーション・フローでは、着信メ
ッセージをログに記録したり、実行時に決定された特定のサービスにメッセージを
送信したり、データを別のサービスに渡せるように変換したりできます。これらの
機能は、要求元またはプロバイダー・サービスを変更せずに、長期的に追加および
変更することができます。

モジュールにより、サービス・アプリケーションがテストされ、WebSphere Process

Server にデプロイされます。メディエーション・モジュールにより、サービス・ア
プリケーションがテストされ、WebSphere Process Server または WebSphere

Enterprise Service Bus サーバーのいずれかにデプロイされます。どちらのタイプの
モジュールでも、インポートおよびエクスポートがサポートされます。

実装、インターフェース、ビジネス・オブジェクト、ビジネス・オブジェクト・マ
ップ、ロール、リレーションシップ、およびその他の成果物は、多くの場合、モジ
ュール間で共有する必要があります。ライブラリー は、これらの共有リソースの保
管に使用されるプロジェクトです。

4ページの図 2 では、モジュールに 2 つのサービス・コンポーネントが含まれてお
り、それぞれに実装が含まれています。モジュールには、サービス・コンポーネン
トが必要とする適切なインターフェースおよび参照も含まれます。2 番目のサービ
ス・コンポーネントは、外部サービスを呼び出さないため、参照は含まれていませ
ん。
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図 3 では、モジュールに 1 つのエクスポート、2 つのインポート、およびそれらを
使用するサービス・コンポーネントが含まれています。インターフェースと参照を
リンクするワイヤリングが示されています。
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サービス・
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R

R
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図 2. モジュールの構造

図 3. サービス・モジュール
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モジュールおよびメディエーション・モジュールの成果物としては、以下のものが
あります。

v モジュール定義 - モジュールの定義。

v サービス・コンポーネント - モジュール内のサービスの定義。モジュール内のサ
ービス・コンポーネント名は固有です。ただし、サービス・コンポーネントには
任意の表示名を付けることができます。一般に、表示名はユーザーにとって分か
りやすい名前にします。

v インポート - インポートの定義。これは、このモジュールにとって外部のサービ
スの呼び出しです。インポートにはバインディングが含まれます。これについて
は、バインディングのセクションで説明します。

v エクスポート - エクスポートの定義。このモジュールにとって外部の呼び出し元
にコンポーネントを公開するために使用されます。エクスポートにはバインディ
ングが含まれます。これについては、バインディングのセクションで説明しま
す。

v 参照 - モジュール内のあるコンポーネントから別のコンポーネントへの参照で
す。

v スタンドアロン参照 - Service Component Architecture コンポーネントとして定義
されていないアプリケーション (例えば JavaServer Pages など) を参照します。
これにより、これらのアプリケーションは Service Component Architecture コンポ
ーネントと対話できるようになります。1 つのモジュールに存在することができ
るスタンドアロン参照成果物は 1 つだけです。

v その他の成果物 - これらの成果物としては WSDL ファイル、Java クラス、XSD

ファイル、BPEL プロセスなどがあります。

サービス・コンポーネント
サービス・コンポーネントは、サービス実装を構成します。サービス・コンポーネ
ントを、標準的なブロック・ダイアグラムで示します。

Service Component Architecture (SCA) はサービス呼び出し用の一貫性のある構文と
メカニズムを提供するだけでなく、呼び出しフレームワークとして、開発者がサー
ビス実装を再使用可能コンポーネントにカプセル化できる方法を提供します。SCA

を使用すると、開発者は、使用されているテクノロジーに依存しない方法で、イン
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ターフェース、実装、および参照を定義できます。この手法により、選択したテク
ノロジーの種類を問わず、要素をバインドする機会が得られます。SCA はビジネ
ス・ロジックをインフラストラクチャーから分離し、アプリケーション・プログラ
マーがビジネス問題の解決に集中できるようにします。

コンポーネントは、実装 (WebSphere Integration Developer のツールを使用するとき
は非表示)、1 つ以上のインターフェース (入力、出力、および障害を定義する)、お
よび 0 個以上の参照で構成されています。参照は、このコンポーネントが必要とす
るかまたはコンシュームする、別のサービスまたはコンポーネントのインターフェ
ースを識別します。インターフェースは、WSDL ポート・タイプと Java の 2 つの
言語のいずれかで定義できます。インターフェースは、同期対話スタイルと非同期
対話スタイルをサポートします。コンポーネントの実装は、さまざまな言語で行う
ことができます。

推奨されるインターフェース・タイプは WSDL であり、チュートリアルおよびサ
ンプルでは、一貫して WSDL インターフェース・タイプを使用します。ただし、
Java インターフェースもサポートされており、主にステートレス・セッション EJB

がインポートされる場合に使用されます。トップダウン Java コンポーネントを開発
する場合、すなわち、コンポーネントを定義して後から Java 実装を追加する場合で
も、WSDL インターフェースを使用する必要があります。WSDL インターフェース
をベースとするコンポーネントを、Java インターフェースをベースとするコンポー
ネントと混用することはできません。
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8ページの図 5 では、中央にコンポーネントがあります。その実装である
MyValueImpl は、インターフェースと同様に Java で書かれています。参照が 2 つ
あります。それらは、もう 1 つの Java インターフェースおよび WSDL インター
フェースです。
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図 4. コンポーネントの構造

テクニカル概説 7



このコンポーネントを処理するときに見えるのは、以下に示すように、実質的にコ
ンポーネント自体のみです。別のコンポーネントからこのコンポーネントへの参照
は、そのインターフェースへの線によって視覚的に示されます。このコンポーネン
トからの参照は、コンポーネントの参照点から他のコンポーネントのインターフェ
ースへの線によって示されます。参照は、このコンポーネントがコンシュームする
サービスを表します。参照の名前を示し、インターフェースのみを指定すると、コ
ンポーネント実装作成者は、実際のサービスを参照するバインディングを先送りし
て後から実行することができます。後の時点で、統合スペシャリストが、別のコン
ポーネントまたはインポートのインターフェースへの参照からワイヤリングするこ
とによって、バインディングを行います。バインディングの先送りと実装の再利用
を可能にするこの疎結合は、WebSphere Integration Developer の Service Component

Architecture を使用する主な理由の 1 つです。

コンポーネントには、プロパティーおよび修飾子が含まれる場合があります。修飾
子は、ランタイム用のインターフェースおよび参照に対するサービス品質 (QoS) デ
ィレクティブです。

サービス・コンポーネント実装タイプは、サービス・コンポーネントの実装です。

MyValue.java

MyValueImpl.java

CustomerInfo.java

サービス
56
MyValueImpl

StockQuote.wsdl

図 5. サービス・コンポーネント構造

サービス・
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MyValueInst1

MyValue.java

MyValueImpl.java

サービス
56
MyValueImpl

CustomerInfo.java

StockQuote.wsdl

図 6. サービス・コンポーネントのインスタンス
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WebSphere Integration Developer は、WebSphere Process Server および WebSphere

Enterprise Service Bus の以下の実装成果物をサポートします。

表 1. 実装成果物

WebSphere Process Server WebSphere Enterprise Service Bus

Java オブジェクト Java オブジェクト

ビジネス・プロセス メディエーション・フロー

ビジネス・ステート・マシン

ビジネス・ルール

セレクター

ヒューマン・タスク

インターフェース・マップ

メディエーション・フロー

注: 注: インターフェース・マップは、WebSphere Process Server バージョン 7.0 で
は推奨されていません。WebSphere Integration Developer 内の既存のインターフェー
ス・マップ・コンポーネントを、メディエーション・フロー・コンポーネント内の
機能を使用するようにマイグレーションすることができます。

サービスの標準的なコンポーネントの実装について、このセクションのトピックで
説明します。これらの実装は、アセンブリー・エディター内または BPEL プロセス
内のサービスで見られます。

Java オブジェクト
Java でコンポーネントを実装したものは、Java オブジェクトと呼ばれます。

一般的な実装としては、Java で書かれたコンポーネントが挙げられます。この実装
は、「Plain Old Java Object」(POJO) と呼ばれることもあります。一般に、この実
装は WSDL インターフェース・タイプですが、この実装に Java インターフェース
を持たせることも可能です。複数のインターフェースが指定されている場合は、
WSDL インターフェースと Java インターフェースを混用することはできません。
ただし、WSDL インターフェースのセットを使用して作成したアプリケーション
を、Java インターフェースのセットを使用したアプリケーションに「結合」させる
ことができます。「ようこそ」ビューのサンプル・ギャラリーにリストされたサン
プルで、その方法を示しています。

Java オブジェクトを操作するとき、エディターのコンテキスト内でコードは非表示
のままとなっています。

Java オブジェクトは、メディエーション・モジュールで使用できます。WebSphere

Process Server または WebSphere Enterprise Service Bus サーバーのいずれかにデプ
ロイすることができます。

BPEL プロセス
BPEL プロセス・コンポーネントは、ビジネス・プロセスを実装します。

その実装言語は、業界標準の Business Process Execution Language for Web Services

(BPEL4WS) および IBM 拡張です。BPEL プロセスは、長期実行される可能性のあ
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るサービスを、より単純なサービスを使用して実装します。プロセス・エディター
で作成された BPEL プロセスは、以下の処理を実行できます。

v 制御フロー・グラフを使用して、他のサービスのオーケストレーションを記述す
る。

v 変数を使用してプロセス状態を保持する。

v 障害の処理を通じて高度なエラー処理を使用する。

v 非同期イベントをサポートする。

v 相関セットを使用して、インスタンスを識別する要求内部のビジネス・データ
(例えば顧客 ID など) にマークを付けることにより、インバウンド要求を、特定
のプロセスの正しいインスタンスに相関させる。

v 高度な補正サポートを通じて拡張トランザクションを提供する。

これらの標準的な BPEL 項目に加えて、WebSphere Integration Developer は、ヒュ
ーマン・タスク をサポートするプロセスに担当者を組み込むように BPEL を拡張
します。例えば、この拡張では、人がローンを承認するという要件をプロセスに追
加できます。

プロセス・エディターは、BPEL 構成体のビジュアル表示を使用して、ビジネス・
プロセスを短時間で簡単に作成します。
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BPEL プロセスは、メディエーション・モジュールでは使用できません。WebSphere

Process Server のみにデプロイできます。

ステート・マシン
ステート・マシンは、ビジネス・プロセスを作成するための別の方法です。ステー
ト・マシンは、制御のフローではなく、状態を変更することに関連したプロセスに
適しています。状態は、ある時点で成果物が実行できることを明示します。ステー
ト・マシン は、この一連の状態を実装したものです。

ステート・マシンは、プロセス内の相互に関連した一連の状態を表示する一般的な
方法です。よく知られているステート・マシンに、飲料自動販売機があります。自
動販売機に硬貨を入れると、希望する飲み物と一緒に、ステート・マシンが投入さ
れた硬貨に基づいて機械的に釣り銭を用意するので、正確な釣り銭が出てきます。

78

ステップ 1

ステップ 6

9:

ステップ 4

ステップ 5

ステップ 8

ステップ 2

ステップ 3

ステップ 7

図 7. 単純なビジネス・プロセス
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以下のダイアグラムには、ステート・マシン・エディターによって作成される一般
的なステート・マシンが示されています。このステート・マシンでは、商品が購入
され、顧客に配送されます。

ステート・マシンは、メディエーション・モジュール内で使用することはできませ
ん。WebSphere Process Server のみにデプロイできます。

ビジネス・ルール
ビジネス・ルールは、ビジネス・プロセスおよび状態マシンを補足します。例え
ば、変数を使用する条件がある場合、ビジネス・ルール は、実行時にその変数の値
を変更できます。ビジュアル・プログラミング言語によって作成されるビジネス・
ルールは、コンテキストに基づいて決定を行います。その決定は単純な場合も複雑
な場合もあります。ビジネス・ルールは非手続き型で、ルールはアプリケーション
に関わりなく変更できます。

アーカイブ

<り>し

<り>されたイベントのタイマー
DEFG カH アーカイブ[ 1 ]/^

purchase[needsApproval]/doApprovalAction

I�Jみ

cancel/doCancelApprovalAction

cancel/doCancelPurchaseAction

アーカイブJみ

approve/doPurchaseAction

ship/doShipAction

orderReceived

アーカイブ/doArchiveAction

I�LM

purchase
[NotNeedsApproval]/
doPurchaseAction

InApproval

NOJみ

 PJみ

Q8されたイベントのタイマー
DEFG カH アーカイブ[ 2 ]/^

図 8. ステート・マシン
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ビジネス・ルールは、コンテキストに基づくプロセスの結果を決定します。ビジネ
ス・ルールは、特定の一連の状況で決定を下すために、日常のビジネス・シチュエ
ーションで使用されます。この決定では、すべての状況を対象とするために多くの
ルールが必要となる場合があります。ビジネス・プロセス内のビジネス・ルールに
より、アプリケーションはビジネス条件の変化に迅速に対応できます。例えば、保
険会社では、申込者に対して自動車保険を承認するためのビジネス・ルールを、申
込者が男性で 25 歳を超えており、自動車カテゴリーがスポーツであり、当社と過
去 5 年間保険契約を結んでいる場合、月ごとに $100 の保険料で保険の申し込みを
承認する という内容にすることができます。

WebSphere Integration Developer では、いくつかの方法でビジネス・ルールを作成で
きます。if-then ルールまたはデシジョン・テーブルを作成することができ、これら
すべてがプロセスの結果を決定します。これらのルールはプロセス自体から独立し
ているので、プロセスを再実行せずに、いつでもルールを変更できます。例えば、
ビジネスが置かれている状況に基づいて、日付が 12 月 26 日から 1 月 1 日まで
の間である場合は、連休後セールとして 20% 割り引く というルールを設定しま
す。ただし、売上が低調な状態が続くようであれば、いつでも割引率を 40% に変
更できます。

ビジネス・ルールは、メディエーション・モジュールでは使用できません。
WebSphere Process Server のみにデプロイできます。

セレクター
統合アプリケーションには、多くの対話方法が含まれています。オペレーション
を、クライアント・アプリケーションから実装のいくつかの使用可能なコンポーネ
ントのいずれかに経路指定するために、セレクター が使用されます。

コンポーネントへの経路指定は、日付に基づいています。例えば、学校が始まる 2

週間前に、学校に関連する商品の新学期前の特別価格を提供する という、日付に基
づく経路があるとします。企業では、このように日付に基づく多くの経路を使用し
ます。セレクターは、実行時に、日付に基づいて 1 つの経路を選択することを決定
します。例えば、学校が始まる直前の場合、以前に新学期前に提供した価格が呼び
出されます。ただし、学校が終わる時期の場合は、子供の夏休み向け商品の割引価
格を設定する可能性があります。

デシジョン・テーブルIf-Thenルール

ビジネス・ルール

図 9. ビジネス・ルールのタイプ
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セレクターは、メディエーション・モジュールでは使用できません。WebSphere

Process Server のみにデプロイできます。

ヒューマン・タスク
ヒューマン・タスク ・コンポーネントは、人が実行するタスクを実装するもので
す。ビジネス・プロセスに人が関わることを表します。

時には、人がビジネス・プロセスに介入する必要があります。例えば、顧客が自分
のクレジット限度額を超える品目を購入したい場合があります。ヒューマン・タス
クを使用すると、人が介入して、顧客による購入を抑止するビジネス・ルールをオ
ーバーライドすることができます。ヒューマン・タスクには、属性がある場合があ
ります (タスクの所有者を設定する属性や、指定された人が不在の場合に備えたエ
スカレーション・プロセスを提供する属性など)。ヒューマン・タスク・コンポーネ
ントは、多くのプロセスで、検討、調査、承認などのタスクに人の介入が必要とな
ることを認識しています。

アプリケーション
�び し

ビジネス・ルール・
コンポーネント

セレクター・
アルゴリズム

ルール・セット 1

ルール・セット 2

ルール・セット 3

アプリケーション または
のWXのインターフェース

- Java
WSDL

図 10. 一連のビジネス・ルールからの選択
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ヒューマン・タスクは、メディエーション・モジュールでは使用できません。
WebSphere Process Server のみにデプロイできます。

インターフェース・マップ
インターフェース・マップ は、対話するコンポーネントのインターフェース間の違
いを解決します。

注: インターフェース・マップは、WebSphere Process Server バージョン 7.0 以降
では推奨されていません。WebSphere Integration Developer 内の既存のインターフェ
ース・マップ・コンポーネントを、メディエーション・フロー・コンポーネント内
の機能を使用するようにマイグレーションすることができます。

互いに対話する必要のあるコンポーネントのインターフェースが異なっていること
がよくあります。WebSphere Integration Developer で、異なるアプリケーション用に
作成されたコンポーネントを組み合わせることが多いため、このような違いが発生
します。それらを再利用してアプリケーションを作成することが、WebSphere

Integration Developer の強みの 1 つです。再利用しなければ、類似したコンポーネ
ントを再コーディングすることになります。ただし、通常何らかの調整が必要で
す。

例えば、2 つのコンポーネントで、基本的に同じアクションを実行するが getCredit

と getCreditRating などのように異なる名前を持つメソッドを持っていることがあり
ます。操作名が異なる場合もあり、それらの操作のパラメーター・タイプが異なる

YZ

[\
YZ

]L

^_`ab

[\

[\c

[\<d[\YZ/ $ >]L

図 11. ヒューマン・タスク・コンポーネント
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場合もあります。インターフェース・マップは、違いを解決して 2 つのコンポーネ
ントが対話できるように、このようなメソッドの操作とパラメーターをマップしま
す。インターフェース・マップは、2 つのコンポーネント間のブリッジのようなも
ので、違いがあってもそれらを相互にワイヤリングできるようにします。

インターフェース・マップは、それを使用するコンポーネントからは独立して存在
しています。すなわち、コンポーネント自体を変更する必要はありません。

インターフェース・マップは、メディエーション・モジュールでは使用できませ
ん。WebSphere Process Server のみにデプロイできます。

メディエーション・フロー
メディエーション は、サービス間で動的に仲介または調停する方法です。メディエ
ーション・フロー がメディエーションを実装します。

メディエーションには、いくつかの有用な機能があります。例えば、あるサービス
からのデータを、後続のサービスで受け入れ可能な形式に変換する必要がある場合
に、メディエーションを使用できます。サービスからのメッセージが次のサービス
に送信される前に、ロギングにより、それらのメッセージをログに記録できます。
ルーティングでは、あるサービスからのデータを、メディエーション・フローが決
定した適切なサービスへ送付できます。メディエーションは、接続先のサービスか
らは独立して機能します。アセンブリー・エディター内のメディエーションは、エ
クスポートとインポート間のメディエーション・フロー・コンポーネントとして表
示されます。

以下の図では、3 つのサービス要求元 (エクスポート) が、出力データをメディエー
ション・フロー・コンポーネントのインターフェースに送信します。メディエーシ
ョン・フロー・コンポーネントは、次に、適切なデータを 2 つのサービス・プロバ
イダー (インポート) に送付します。
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メディエーション・フローは、メディエーション・フロー・エディターで作成され
た、フロー状の構成体です。アセンブリー・エディターでメディエーション・フロ
ー・コンポーネントを選択すると、メディエーション・フロー・エディターが起動
されます。メディエーション・フロー・エディターでは、あるサービス (サービス
要求元またはエクスポート) からの操作が、メディエーション・フロー・エディタ
ーが提供する機能と共に、別のサービス (サービス・プロバイダーまたはインポー
ト) の操作にマップされます。メディエーション・フロー・エディターが提供する
機能は、メディエーション・プリミティブ と呼ばれ、次の図に示すように、メディ
エーション・フローでワイヤリングされています。メディエーション・プリミティ
ブは、IBM 提供のものがありますが、独自のカスタム・プリミティブを作成するこ
ともできます。メディエーション・プリミティブは、メッセージ内容とメッセー
ジ・コンテキストの両方に作用することができます。コンテキストとは、SOAP ま
たは JMS ヘッダーや、ユーザー定義プロパティーなどの、バインディング固有の
情報です。

次の図では、applyforLoan という操作が、まず、メッセージを記録する Log という
ロギング・プリミティブへメッセージを送信します。Log はメッセージを Filter プ
リミティブに送信します。Filter プリミティブは、メッセージに応じて、
processBusinessLoan 操作または processPersonalLoan 操作のいずれかにメッセージを
送付します。

インポート

メディエーション・
フロー

エクスポート

インポート

エクスポート

エクスポート

図 12. 3 つのサービス要求元 (エクスポート) および 2 つのサービス・プロバイダー (インポ
ート) の間のメディエーション・フロー・コンポーネント
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モジュールセクションで説明するように、メディエーション・フローは、モジュー
ルまたはメディエーション・モジュール内に存在できます。どちらのタイプのモジ
ュールにも、1 つ以上のメディエーション・フロー・コンポーネントと、メディエ
ーション・フロー・コンポーネントを拡張する 0 個以上の Java コンポーネントを
含めることができます。モジュールは、WebSphere Process Server にデプロイでき
ます。メディエーション・モジュールは、WebSphere Process Server または
WebSphere Enterprise Service Bus サーバーのいずれかにデプロイすることができま
す。

サービス修飾子
アプリケーションは、サービス修飾子 を指定することにより、ランタイム環境への
サービス品質 (QoS) ニーズと通信します。修飾子は、サービス・クライアントとタ
ーゲット・サービスとの間の相互作用を管理します。

修飾子はサービス・コンポーネント参照、インターフェース、および実装に指定す
ることが可能です。QoS 値の宣言は実装の外部にあるため、実装を変更せずにこれ
らの値を変更したり、同じ実装の複数のインスタンスがさまざまなコンテキストで
使用される場合に値がそれぞれ異なるように設定したりできます。

修飾子のカテゴリーは以下のとおりです。

v トランザクション - トランザクションのタイプに対するルール

v アクティビティー・セッション - アクティブ・セッションの結合に対するルール

v セキュリティー - アクセス権に対するルール

v 非同期信頼性 - 非同期メッセージ配信に対するルール

applyforLoan

processPersonalLoan

processBusinessLoan

ログ フィルター

ローンをghするkI kIからの
n8メッセージの
ログへのpq

ビジネス・ローン
および
tuローンへの
ローンghの
ソート

ビジネス・ローンwxkIへのyz

tuローンwxkIへのyz

図 13. 操作間のメディエーション・フロー
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スタンドアロン参照
スタンドアロン参照 は、Service Component Architecture コンポーネントとして定義
されていないアプリケーション (例えば JavaServer Pages やサーブレットなど) へ
の参照です。スタンドアロン参照により、これらのアプリケーションは Service

Component Architecture コンポーネントと対話できるようになります。

スタンドアロン参照には、インターフェースも実装もありません (実装はモジュー
ルのスコープ外であるため)。モジュールには、スタンドアロン参照が含まれない
か、1 つのスタンドアロン参照成果物が含まれるかのいずれかです。スタンドアロ
ン参照には、WebSphere Integration Developer で作成された Service Component

Architecture コンポーネントと共に既存のアプリケーションを使用できるという実用
的な価値があります。

スタンドアロン参照は、メディエーション・モジュールで使用できます。これらは
WebSphere Process Server または WebSphere Enterprise Service Bus サーバーのいず
れかにデプロイできます。

ビジネス・オブジェクト
ビジネス・オブジェクトは、Service Component Architecture を補完するものです。
Service Component Architecture は、サービスをコンポーネントとして定義し、それ
らの間の接続を定義します。ビジネス・オブジェクト は、コンポーネント間に流れ
るデータを定義します。

各コンポーネントは、情報を入力および出力として受け渡します。サービスが呼び
出されると、データ・オブジェクトは、WSDL ポート・タイプの使用時には文書リ
テラル・エンコード方式によって XML 文書として渡され、Java インターフェース
の使用時には Java オブジェクトとして渡されます。Service Component Architecture

サービス内のデータおよびメタデータについては、データ・オブジェクトの形式が
推奨されます。コンポーネントと同様に、ビジネス・オブジェクトは、データ・オ

サービス・
コンポーネント
Service1

サービス・
コンポーネント
Service2

サービス
56
Service2

12{|} ポート{|}

+,{|}

図 14. 修飾子

テクニカル概説 19



ブジェクトを実装から分離しています。例えば、コンポーネントが購入注文を操作
する場合に、購入注文自体は、JDBC、EJB、などを使用してデータへの更新を行っ
ている可能性があります。ビジネス・オブジェクトは、統合開発者が、ビジネス成
果物の処理に集中できるようにします。実際、統合開発者にとって、サービス・デ
ータ・オブジェクトは透過的です。それらは、サービス・データ・オブジェクト
Java Specification Request (JSR) によって定義されます。

図 15 では、ビジネス・オブジェクトが外部サービスからエクスポートに、エクスポ
ートからコンポーネントに、コンポーネントからコンポーネントに、コンポーネン
トからインポートに、そしてインポートからサービスに渡されます。インポートと
エクスポートについては、 バインディングのセクションで説明します。

stockQuoteの
インポート

MyValueの
エクスポート

ビジネス・
オブジェクト

ビジネス・
オブジェクト

ビジネス・
オブジェクト

SCA
MyValue

SCA
カスタマー56

ビジネス・オブジェクト

ビジネス・
オブジェクト

~のアプリケーション・
モジュール

~のアプリケーション・
モジュール

図 15. ビジネス・オブジェクト
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ビジネス・オブジェクト
コンピューター・ソフトウェア業界では、ビジネス・オブジェクトを使用して、ア
プリケーション処理の対象となるビジネス・データを自然に表現するプログラミン
グ・モデルとフレームワークをいくつか開発してきました。

一般に、これらのビジネス・オブジェクトには以下のような特徴があります。

v 業界標準を使用して定義される

v データベース表またはエンタープライズ情報システムにデータを透過的にマップ
する

v リモート呼び出しプロトコルをサポートする

v アプリケーション・プログラミング用のデータ・プログラミング・モデルの基盤
を提供する

ツールの観点からは、WebSphere Integration Developer が、異なるドメインからのさ
まざまなビジネス・エンティティーを表すための共通ビジネス・オブジェクト・モ
デルを開発者に提供します。開発者が開発時にこのモデルを使用すると、ビジネ
ス・オブジェクトを XML スキーマ定義として定義できるようになります。

XML スキーマ定義で定義されたビジネス・データは、実行時に Java ビジネス・オ
ブジェクトとして表現されます。このモデルにおけるビジネス・オブジェクトは、
初期版のサービス・データ・オブジェクト (SDO) 仕様に大まかに基づいており、ビ
ジネス・データの操作に必要なプログラミング・モデル・アプリケーション・イン
ターフェース一式が用意されています。

ビジネス・オブジェクトの定義
ビジネス・オブジェクトの定義は、WebSphere Integration Developer でビジネス・オ
ブジェクト・エディターを使用して行います。ビジネス・オブジェクト・エディタ
ーはビジネス・オブジェクトを XML スキーマ定義として保管します。

XML スキーマを使用したビジネス・オブジェクトの定義には、次のようにいくつか
の利点があります。

v XML スキーマは、標準ベースのデータ定義モデルと、異機種のシステム間とア
プリケーション間の相互運用を実現するための基盤を提供します。XML スキー
マは Web サービス記述言語 (WSDL) と連携して使用され、コンポーネント間、
アプリケーション間、システム間の、標準ベースのインターフェース規約を提供
します。

v XML スキーマは、リッチ・データ定義モデルを使用してビジネス・データを表
現します。このモデルには、複合タイプ、単純タイプ、ユーザー定義タイプ、タ
イプの継承、カーディナリティーなどのフィーチャーが含まれています。

v ビジネス・オブジェクトは、ビジネス・インターフェースと、Web サービス記述
言語で定義されたデータを使用して定義することができます。また、業界標準組
織の XML スキーマや別のシステムまたはアプリケーションの XML スキーマを
使用して定義することもできます。WebSphere Integration Developer では、こうし
たビジネス・オブジェクトを直接インポートすることができます。

WebSphere Integration Developer は、データベースとエンタープライズ情報システム
からビジネス・データをディスカバーし、このビジネス・データの標準ベース XML
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スキーマのビジネス・オブジェクト定義を生成するための機能もサポートしていま
す。この方法で生成されたビジネス・オブジェクトは、アプリケーション固有のビ
ジネス・オブジェクトと呼ばれることがよくあります。これは、企業の情報システ
ムで定義されたビジネス・データの構造と同じような構造がこのビジネス・オブジ
ェクトで使用されるためです。

さまざまな情報システムのデータをプロセスで操作する場合は、ビジネス・データ
のさまざまな異なる表現 (CustomerEIS1 および CustomerEIS2、または OrderEIS1

および OrderEIS2 など) を 1 つの正規表現 (Customer または Order など) に変換
することが重要になる場合があります。このような正規表現は、汎用ビジネス・オ
ブジェクトと呼ばれることがよくあります。

ビジネス・オブジェクト定義は、多くの場合 (特に、汎用ビジネス・オブジェクト
の場合)、複数のアプリケーションで使用されます。こうしたビジネス・オブジェク
ト定義の再使用をサポートするために、WebSphere Integration Developer では、ビジ
ネス・オブジェクトをライブラリー内で作成して複数のアプリケーション・モジュ
ールに関連付けることができます。

Service Component Architecture (SCA) アプリケーション・モジュールによって提供
されて使用されるサービスの規約と、アプリケーション・モジュール内のコンポー
ネントの作成に使用される規約は、Web サービス記述言語 (WSDL) を使用して定
義されます。 WSDL により、規約の操作とビジネス・オブジェクトの両方を記述
することができます。これらの操作とビジネス・オブジェクトは、ビジネス・デー
タを表現するために XML スキーマによって定義されます。

ビジネス・オブジェクトでの作業
Service Component Architecture (SCA) には、アプリケーション・モジュールを定義
するためのフレームワーク、フレームワークが提供するサービス、フレームワーク
がコンシュームするサービス、アプリケーション・モジュールのビジネス・ロジッ
クを提供するコンポーネント構成が用意されています。ビジネス・オブジェクトに
は、アプリケーション内で重要な役割があります。ビジネス・オブジェクトによ
り、サービス規約とコンポーネント規約を記述するためのビジネス・データと、コ
ンポーネントで操作するビジネス・データが定義されます。

次の図は、SCA アプリケーション・モジュールを示したものです。この図では、さ
まざまな場所で開発者がビジネス・オブジェクトを使用して作業を行っています。
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注: このトピックでは、ビジネス・オブジェクトが SCA アプリケーション・モジ
ュールでどのように使用されるかを説明します。Java インターフェースを使用する
場合は、Java オブジェクトも SCA アプリケーション・モジュールで処理できま
す。

ビジネス・オブジェクト・プログラミング・モデル

ビジネス・オブジェクトのプログラミング・モデルは、一連の Java インターフェー
スで構成され、それらのインターフェースは次のものを表します。

v ビジネス・オブジェクト定義およびインスタンス・データ

v ビジネス・オブジェクトに対する操作をサポートする一連のサービス

ビジネス・オブジェクト・タイプ定義は、commonj.sdo.Type インターフェースおよ
び commonj.sdo.Property インターフェースで表されます、ビジネス・オブジェク
ト・プログラミング・モデルには、XML スキーマの複合タイプ情報を Type インタ
ーフェースにマップし、複合タイプ定義内の各エレメントを Property インターフェ
ースにマップするための一連のルールが用意されています。

ビジネス・オブジェクト・インスタンスは commonj.sdo.DataObject interface で表さ
れます。ビジネス・オブジェクト・プログラミング・モデルには、タイプは指定さ
れていません。そのため、同じ commonj.sdo.DataObject インターフェースを使用し
て、Customer や Order などの異なるビジネス・オブジェクト定義を表すことができ
ます。設定可能なプロパティーと、各ビジネス・オブジェクトから取得できるプロ
パティーについては、各ビジネス・オブジェクトに関連する XML スキーマ内のタ
イプ情報によって定義されます。

サービス・モジュール

エクスポート

インポート

I

I

I

I

ネイティブ・データ
、 、

その~の��
(COBOL XML

)

Web

Web

BO

BO

BO

ネイティブ・データ

サービス・
コンポーネント

サービス・
コンポーネント

R

R

図 16. ビジネス・オブジェクトは、アプリケーション内のサービス間を流れるデータを表しま
す。
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ビジネス・オブジェクト・プログラミング・モデルの動作は、サービス・データ・
オブジェクト 2.1 仕様に基づきます。詳しくは、次の Web ページで SDO 2.1 for

Java の仕様、チュートリアル、および Javadoc を参照してください。
http://osoa.org/display/Main/Service+Data+Objects+Specifications

ビジネス・オブジェクト・サービスは、ビジネス・オブジェクト上のさまざまなラ
イフサイクル操作 (作成、同等化、構文解析、直列化など) をサポートしています。

ビジネス・オブジェクト・プログラミング・モデルの詳細については、ビジネス・
オブジェクト・サービスを使用したプログラミング および Package

com.ibm.websphere.bo を参照してください。

バインディング、データ・バインディング、およびデータ・ハンドラ
ー

23ページの図 16 に示すように、SCA アプリケーション・モジュールが提供するサ
ービスの呼び出しに使用されるビジネス・データは、ビジネス・オブジェクトに変
換されます。これにより、SCA コンポーネントでビジネス・データを操作できるよ
うになります。同様に、SCA コンポーネントによって操作されるビジネス・オブジ
ェクトは、外部サービスで必要なデータ・フォーマットに変換されます。

サービスのエクスポートとインポートで使用されるバインディングにより、デー
タ・フォーマットが自動的に正しい形式に変換される場合があります (Web サービ
ス・バインディングなど)。また、非ネイティブの形式を DataObject インターフェ
ースによって表されるビジネス・オブジェクトに変換するためのデータ・バインデ
ィングまたはデータ・ハンドラーを開発者側で準備できる場合もあります (JMS バ
インディングなど)。

データ・バインディングおよびデータ・ハンドラーの開発について詳しくは、デー
タ・ハンドラー および データ・バインディング を参照してください。

コンポーネント

SCA コンポーネントは、Web サービス記述言語と XML スキーマを組み合わせて
使用することにより、サービスの提供とコンシュームに関する規約を定義します。
SCA がコンポーネント間で受け渡しをするビジネス・データは、DataObject インタ
ーフェースを使用してビジネス・オブジェクトとして表されます。 SCA は、これ
らのビジネス・オブジェクトのタイプが、呼び出し対象のコンポーネントによって
定義されたインターフェース規約と互換性があるかどうかを検証します。

ビジネス・オブジェクトを操作するためのプログラミング・モデル抽象化は、コン
ポーネントによって異なります。POJO コンポーネントとメディエーション・フロ
ー・コンポーネントの Custom プリミティブは、ビジネス・オブジェクト・プログ
ラミングのインターフェースとサービスを直接使用して Java プログラミングを使用
可能にすることにより、ビジネス・オブジェクトの直接操作を可能にしています。
多くのコンポーネントで、ビジネス・オブジェクトを操作するための高水準の抽象
化が用意されていますが、ビジネス・オブジェクトのインターフェースとサービス
におけるカスタムの動作を定義するための Java コードのスニペットも用意されてい
ます。
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Interface Flow Mediation と Business Object Map コンポーネントの組み合わせ、ま
たはメディエーション・フロー・コンポーネントとその XML マップ・プリミティ
ブの組み合わせを使用して、ビジネス・オブジェクトを変換することができます。
これらのビジネス・オブジェクト変換機能は、アプリケーション固有のビジネス・
オブジェクトを汎用的なビジネス・オブジェクトに変換 (あるいはその逆) する場合
に便利です。

特殊なビジネス・オブジェクト
サービス・メッセージ・オブジェクトとビジネス・グラフは、特定のアプリケーシ
ョンの目的に使用される 2 種類の専門化されたビジネス・オブジェクトです。

サービス・メッセージ・オブジェクト

サービス・メッセージ・オブジェクト (SMO) は、サービス呼び出しに関連するデ
ータ・コレクションを表すためにメディエーション・フロー・コンポーネントによ
って使用される特殊なビジネス・オブジェクトです。

SMO には、固定された最上位階層があります。この階層は、ヘッダー、コンテキス
ト、本文、添付ファイル (存在する場合) から構成されています。

v ヘッダーは、特定のプロトコルまたはバインディングを使用して、サービス呼び
出しに関連する情報を渡します。例として、SOAP ヘッダーや JMS ヘッダーが
あります。

v コンテキスト・データは、メディエーション・フロー・コンポーネントによる処
理中に、呼び出しに関する追加の論理情報を渡します。通常、この情報は、クラ
イアントによって送受信されるアプリケーション・データの一部ではありませ
ん。

v SMO の本文は、ペイロード・ビジネス・データを渡します。このデータは、標準
的なビジネス・オブジェクトの形式で、コア・アプリケーション・メッセージま
たは呼び出しデータを表現します。

SMO は、添付ファイルが設定された SOAP を使用して、Web サービス呼び出し用
の添付データを渡すこともできます。

メディエーション・フローは、要求のルーティングやデータ変換などのタスクを実
行します。SMO は、ヘッダーとペイロードの内容を 1 つの統一された構造で組み
合わせて表現します。

ビジネス・グラフ

ビジネス・グラフは、統合のシナリオにおけるデータ同期をサポートする場合に使
用される特殊なビジネス・オブジェクトです。

ここでは、特定の発注データを表示する 2 つのエンタープライズ情報システムを例
として考えてみます。一方のシステムで発注データが変更されると、発注データを
同期化するためのメッセージがもう一方のシステムに送信されます。ビジネス・グ
ラフは、注文データの変更された部分だけを他方のシステムに送信し、変更のタイ
プを定義するための変更概要情報を注釈として発注データに追加するという概念を
サポートしています。
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この例では、発注データの明細行項目の 1 つが削除され、予想出荷日プロパティー
が更新されていることが、発注ビジネス・グラフから他方のシステムに通知されま
す。

ビジネス・グラフは、WebSphere Integration Developer の既存のビジネス・オブジェ
クトに簡単に追加することができます。ビジネス・グラフが最も頻繁に使用される
のは、WebSphere アダプターを使用していて、WebSphere InterChange Server アプ
リケーションのマイグレーションをサポートする場合のシナリオです。

ビジネス・オブジェクト構文解析モード
WebSphere Integration Developer には、モジュールとライブラリーのプロパティーが
用意されています。このプロパティーを使用すると、ビジネス・オブジェクト用の
XML 構文解析モード (EAGER または LAZY) を構成することができます。

v このオプションを「EAGER」に設定すると、XML バイト・ストリームの構文解
析が優先的に実行され、ビジネス・オブジェクトが作成されます。

v このオプションを「LAZY」に設定すると、ビジネス・オブジェクトは通常どおり
に作成されますが、XML バイト・ストリームの実際の構文解析は、ビジネス・
オブジェクト・プロパティーにアクセスしたときにのみ、部分的または遅延して
実行されます。

どちらの XML 構文解析モードでも、非 XML データの構文解析は常に優先的に実
行され、ビジネス・オブジェクトが作成されます。

LAZY 構文解析モードと EAGER 構文解析モードを使用する場合の
それぞれの利点
XML 構文解析を行う場合、LAZY 構文解析モードが適しているアプリケーション
もあれば、EAGER 構文解析モードによってパフォーマンスが向上するアプリケー
ションもあります。両方の構文解析モードでベンチマーク評価を行い、アプリケー
ションの特定の特性に最も適したモードを判断することをお勧めします。

このセクションには、それぞれの構文解析モードに適したアプリケーションのタイ
プに関する一般的なガイダンスがあります。

v LAZY 構文解析モードが適したアプリケーション

大きな XML データ・ストリームを構文解析するアプリケーションの場合、
LAZY 構文解析モードを使用するとパフォーマンスが向上する可能性がありま
す。XML バイト・ストリームのサイズが大きくなり、アプリケーションがアク
セスするバイト・ストリームからのデータ量が小さくなるにつれて、パフォーマ
ンス上の利点が大きくなります。

注: ビジネス・オブジェクトの LAZY 構文解析モードは、WebSphere Process

Server 7.0.0.3 以降のバージョンでサポートされます。メディエーション・フロ
ー・コンポーネントを含むモジュールおよびメディエーション・モジュールはサ
ポートされません。

v EAGER 構文解析モードが適したアプリケーション

次のようなアプリケーションでは、EAGER 構文解析モードによりパフォーマン
スが向上する可能性があります。
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– 非 XML データ・ストリームを構文解析するアプリケーション

– BOFactory サービスを使用した作成されたアプリケーション

– 非常に小さい XML メッセージを構文解析するアプリケーション

アプリケーションのマイグレーションと開発に関する考慮事項
元々 EAGER 構文解析モードを使用して開発されたアプリケーションを、LAZY 構
文解析モードを使用するように構成する場合、あるいはアプリケーションを
EAGER 構文解析モードと LAZY 構文解析モードの間で切り替える計画の場合は、
これらのモードの相違と、モードを切り替える際の考慮事項を知っている必要があ
ります。

エラー処理

構文解析する XML バイト・ストリームの形式が正しくない場合、構文解析例外が
発生します。

v EAGER XML 構文解析モードでは、ビジネス・オブジェクトがインバウンド
XML ストリームから構文解析されるとすぐにこれらの例外が発生します。

v LAZY 構文解析モードが構成されている場合、ビジネス・オブジェクト・プロパ
ティーがアクセスされて形式の正しくない XML が構文解析されると、構文解析
例外が潜在的に発生します。

形式の正しくない XML を処理するには、次のいずれかのオプションを選択しま
す。

v エッジにエンタープライズ・サービス・バスをデプロイしてインバウンド XML

を検証する。

v ビジネス・オブジェクト・プロパティーがアクセスされる点に LAZY エラー検出
ロジックを作成する。

例外スタックとメッセージ

EAGER 構文解析モードと LAZY 構文解析モードでは基礎となる実装が異なるた
め、ビジネス・オブジェクト・プログラミング・インターフェースおよびサービス
によってスローされたスタック・トレースが同じ例外クラス名を持っていても、例
外メッセージや、実装環境固有の例外クラスのラップ・セットは同じであるとは限
りません。

XML 直列化形式

LAZY 構文解析モードでは、直列化が行われると、インバウンド・バイト・ストリ
ームからアウトバウンド・バイト・ストリームに未変更 XML をコピーしようとす
るパフォーマンス最適化が提供されます。その結果、パフォーマンスは向上しま
す。ただし、ビジネス・オブジェクト全体が LAZY 構文解析モードで更新された場
合や、EAGER 構文解析モードで実行されていた場合は、アウトバウンド XML バ
イト・ストリームの直列化形式が異なるものになる可能性があります。

XML 直列化形式は構文としては正確に同じでない場合がありますが、ビジネス・オ
ブジェクトで提供される意味値は構文解析モードに関わらず等価です。そのため、
アプリケーションが異なる構文解析モードで実行されていても意味的に等価であれ
ば、それらのアプリケーション間で XML を安全に受け渡すことができます。
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ビジネス・オブジェクト・インスタンス・バリデーター

LAZY XML 構文解析ビジネス・オブジェクト・モードのインスタンス・バリデー
ターを使用すると、ビジネス・オブジェクトの検証 (特にプロパティー値のファセ
ット検証) の精度が高くなります。この改善により、LAZY 構文解析モードのイン
スタンス・バリデーターでは、EAGER 構文解析モードではキャッチできない追加
の問題が検出され、より詳細なエラー・メッセージが出力されます。

バージョン 602 の XML マップ

元々 WebSphere Integration Developer バージョン 6.1 より前に開発されたメディエ
ーション・フローには、LAZY 構文解析モードでは直接に処理できないマップまた
はスタイル・シートを使用する XSLT プリミティブが含まれている場合がありま
す。LAZY 構文解析モードで使用するためにアプリケーションをマイグレーション
すると、XSLT プリミティブに関連付けられたマップ・ファイルがマイグレーショ
ン・ウィザードで自動的に更新されて、新しいモードで実行できるようになりま
す。ただし、手動で編集されたスタイル・シートを XSLT プリミティブが直接参照
している場合、このスタイル・シートはマイグレーションされず、LAZY XML 構
文解析モードで実行することはできません。

非公開のプライベート API

非公開でプライベート、かつ実装固有のビジネス・オブジェクト・プログラミン
グ・インターフェースを利用しているアプリケーションの場合、構文解析モードを
切り替えるとコンパイルが失敗する可能性があります。EAGER 構文解析モードで
は、こうしたプライベート・インターフェースは、通常、Eclipse Modeling

Framework (EMF) によって定義されるビジネス・オブジェクトの実装クラスです。

すべての場合において、プライベート API をアプリケーションから削除することを
お勧めします。

サービス・メッセージ・オブジェクト EMF API

WebSphere Process Server のメディエーション・コンポーネントには、
com.ibm.websphere.sibx.smobo パッケージ提供されている Java のクラスとインター
フェースを使用してメッセージの内容を操作するための機能が用意されています。
LAZY XML 構文解析モードでは、com.ibm.websphere.sibx.smobo パッケージの Java

インターフェースを引き続き使用することができますが、Eclipse Modeling

Framework (EMF) のクラスとインターフェースを直接参照しているメソッドや
EMF インターフェースから継承されたメソッドは失敗する可能性があります。

ServiceMessageObject とその内容を、LAZY XML 構文解析モードで EMF オブジェ
クトにキャストすることはできません。

BOMode サービス

BOMode サービスは、現在処理中の XML 構文解析が EAGER モードと LAZY モ
ードのどちらで実行されているかを確認するために使用します。
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マイグレーション

バージョン 7.0.0.0 より前のすべてのアプリケーションは EAGER 構文解析モード
で実行されます。このアプリケーションが BPM ランタイム・マイグレーション・
ツールを使用してマイグレーションされたランタイムである場合も、引き続き
EAGER XML 構文解析モードで実行されます。

バージョン 7.0.0.0 より前のアプリケーションで LAZY XML 構文解析モードを使
用できるように構成するには、最初に WebSphere Integration Developer を使用し
て、そのアプリケーションの成果物をマイグレーションする必要があります。マイ
グレーションが終了したら、LAZY XML 構文解析モードを使用するようにアプリ
ケーションを構成します。

WebSphere Integration Developer の成果物のマイグレーションについては、『ソース
成果物のマイグレーション (Migrating source artifacts)』を参照してください。解析
モードの設定については、『モジュールとライブラリーのビジネス・オブジェクト
解析モードの構成 (Configuring the business object parsing mode of modules and

libraries)』を参照してください。

ビジネス・オブジェクト・プロパティー・タイプ QName

EAGER 構文解析を使用していたアプリケーションが LAZY 構文解析を使用するよ
うにするには、タイプ QName のプロパティーを含むビジネス・オブジェクトを処理
するように、アプリケーション・コードを変更する必要があります。EAGER 構文
解析モードでは、WebSphere Process Server は Java クラス
org.eclipse.emf.ecore.xml.type.internal.QName を使用して QName タイプのプロ
パティー値を定義します。LAZY 構文解析モードでは、Java クラス
javax.xml.namespace.QName を使用して QName タイプ・プロパティーの値を設定し
ます。モジュールのモードを EAGER から LAZY に変更するときは、Java クラス
org.eclipse.emf.ecore.xml.type.internal.QName への参照を
javax.xml.namespace.QName で置き換えて、アプリケーション・コードを変更して
ください。

リレーションシップ
リレーションシップとは、複数のデータ・エンティティー (通常はビジネス・オブ
ジェクト) 間の関連です。リレーションシップを使用すると、ビジネス・オブジェ
クトやその他のデータ間で等価であるが、表現が異なるデータを変換したり、異な
るアプリケーションで検出された異なるオブジェクトを関連で結ぶことができま
す。リレーションシップは、アプリケーション間やソリューション間で共有するこ
とができ、製品間であっても共有できます。

WebSphere Process Server のリレーションシップ・サービスでは、リレーションシ
ップを管理するためのインフラストラクチャーおよび操作を提供します。ビジネ
ス・オブジェクトがどこにあるかに関わらずユーザーがそれらを処理できるように
なるため、リレーションシップ・サービスは、企業内のすべてのアプリケーション
にわたる包括的なビューを提供し、BPM ソリューションのビルディング・ブロック
として機能することができます。リレーションシップは拡張可能であり、管理しや
すいため、複雑な統合ソリューションで使用できます。
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リレーションシップとは何か

リレーションシップは、ビジネス・オブジェクト間の関連です。リレーションシッ
プ内の各ビジネス・オブジェクトは、リレーションシップの参加者 と呼ばれます。
リレーションシップ内の各参加者は、そのリレーションシップ内で参加者が果たす
機能 (ロール) に基づいて他の参加者から区別されます。リレーションシップにはロ
ールのリストが含まれています。

リレーションシップ「定義」は、各ロールについて記述し、ロールがどのように関
係するかを指定します。また、リレーションシップの全体的な「形状」も記述しま
す。例えば、あるロールに含まれるのは 1 人の参加者のみですが、別のあるロール
には必要な数だけの参加者を含めることができます。一例として、自動車 と所有者
のリレーションシップを定義できます。このリレーションシップでは、1 人の所有
者が複数の自動車を所有する場合があります。例えばある 1 つのインスタンスで
は、これらのロールのそれぞれに以下の参加者を含めることができます。

v 自動車 (Ferrari)

v 所有者 (John)

リレーションシップ定義は、リレーションシップ・インスタンス のテンプレートで
す。インスタンスは、実行時にリレーションシップをインスタンス化したもので
す。上記の自動車 と所有者 の例では、インスタンスに以下のような関連をどれで
も記述できます。

v John が Ferrari を所有する

v Sara が Mazda を所有する

v Bob が Ferrari を所有する

リレーションシップを使用すると、ビジネス・ロジック内でパーシスタンスを追跡
するリレーションをカスタム・ビルドする必要がなくなります。ある特定のシナリ
オでは、リレーションシップ・サービスがユーザーに代わってすべての作業を行い
ます。ID リレーションシップに関するセクションに記載された例を参照してくださ
い。

シナリオ

ここでは、統合ソリューションがリレーションシップを使用する可能性がある場合
の標準的な例を示します。大企業が、複数の会社または事業単位を買収するものと
します。各事業単位では、従業員とラップトップをモニターするためにそれぞれ異
なるソフトウェアを使用しています。会社は従業員と従業員のラップトップをモニ
ターする方法を必要としています。会社は、以下の操作が可能なソリューションを
導入したいと考えます。

v さまざまな事業単位のすべての従業員を、1 つのデータベースに含まれているか
のように表示する。

v 従業員のすべてのラップトップを単一のビューで表示する。

v 従業員がシステムにログオンしてラップトップを購入できるようにする。

v さまざまな事業単位で異なるエンタープライズ・アプリケーション・システムを
許容する。

30 テクニカル概説



これを実現するには、例えば、異なるアプリケーション内の John Smith と John A.

Smith が同じ従業員として認識されるようにする手段が会社で必要となります。例
えば、複数のアプリケーション・スペースにまたがって単一のエンティティーを統
合する手段が必要です。

さらに複雑なリレーションシップのシナリオでは、複数のアプリケーションで検出
されたさまざまなオブジェクトをリレーションシップで結ぶビジネス・プロセスを
作成します。複雑なリレーションシップのシナリオでは、ビジネス・オブジェクト
はアプリケーション内ではなく統合ソリューション内にあります。リレーションシ
ップ・サービスは、リレーションシップを永続的に管理するためのプラットフォー
ムを提供します。リレーションシップ・サービスの前に、独自のオブジェクト・パ
ーシスタンス・サービスを作成する必要があります。複雑なリレーションシップ・
シナリオの 2 つの例を以下に示します。

v SAP アプリケーション内に VIN 番号を持つ car ビジネス・オブジェクトを保有
しており、この自動車がだれか別のユーザーに所有されているという事実を追跡
しようとしています。しかし、所有権リレーションシップは、PeopleSoft アプリ
ケーション内のユーザーとつながっています。このパターンのリレーションシッ
プでは、ソリューションが 2 つあり、それらの間をつなぐものを構築する必要が
あります。

v ある大規模な小売会社が、現金またはクレジットでの返金を求めて返品された商
品をモニターするための機能を必要としています。これには 2 つの異なるアプリ
ケーションが必要です。購入に対応する注文管理システム (OMS) と、返品に対
応する返品管理システム (RMS) です。ビジネス・オブジェクトは複数のアプリ
ケーションに存在しており、それらの間に存在するリレーションシップを確認す
る手段が必要です。

一般的な使用パターン

最も一般的なリレーションシップ・パターンは、等価 パターンです。これらは相互
参照、すなわち相関に基づいています。このパターンに適合する 2 つのタイプのリ
レーションシップがあります。非 ID および ID です。

v 非 ID リレーションシップは、ビジネス・オブジェクトまたはその他のデータ間
に、1 対多または多対多ベースの関連を確立します。リレーションシップ・イン
スタンスごとに、各参加者の 1 つ以上のインスタンスが存在できます。非 ID リ
レーションシップの一種として、静的ルックアップ・リレーションシップがあり
ます。SAP アプリケーション内の CA が Siebel アプリケーション内の
California に関連しているリレーションシップが、その一例です。

v

ID リレーションシップは、ビジネス・オブジェクトまたはその他のデータ間に、
1 対 1 ベースの関連を確立します。リレーションシップ・インスタンスごとに、
各参加者のインスタンスは 1 つのみ存在できます。ID リレーションシップは、
意味的に等価であるが、異なるアプリケーション内では異なって識別されるビジ
ネス・オブジェクト間の相互参照を取り込みます。リレーションシップ内の各参
加者は、オブジェクトを一意的に識別する値 (または値の組み合わせ) を持つビジ
ネス・オブジェクトに関連付けられています。 ID リレーションシップは通常、
ID 番号や製品コードなどの、ビジネス・オブジェクトのキー属性を変換します。
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例えば、SAP、PeopleSoft、および Siebel アプリケーションに car ビジネス・オ
ブジェクトがあり、それらを同期化するソリューションを構築したい場合、通常
は以下の 6 つのマップで手製のリレーションシップ同期化ロジックを導入する必
要があります。

SAP -> 汎用

汎用 -> SAP

PeopleSoft -> 汎用

汎用 -> PeopleSoft

Siebel -> 汎用

汎用 -> Siebel

ただし、ソリューションでリレーションシップを使用する場合、リレーションシ
ップ・サービスは、これらすべてのリレーションシップ・インスタンスをユーザ
ーに代わって保守する事前作成パターン実装を提供します。

リレーションシップの操作用のツール

WebSphere Integration Developer のリレーションシップ・エディター は、ビジネ
ス・インテグレーション・リレーションシップおよびロールをモデル化および設計
するために使用するツールです。リレーションシップの作成およびリレーションシ
ップ・エディターの使用に関する詳細な背景情報およびタスク情報については、
WebSphere Integration Developer インフォメーション・センターを参照してくださ
い。

リレーションシップ・サービス は、WebSphere Process Server 内のインフラストラ
クチャー・サービスであり、システム内のリレーションシップおよびロールを保守
し、リレーションシップおよびロールを管理するための操作を提供します。

リレーションシップ・マネージャー は、リレーションシップを管理するための管理
用インターフェースです。管理コンソールの「リレーションシップ・マネージャ
ー」ページを通じてアクセスします。

リレーションシップは、リレーションシップ・サービス API を通じてプログラマチ
ックに呼び出すことができます。

リレーションシップ・サービス
リレーションシップ・サービスは、リレーションシップ・テーブル内にリレーショ
ンシップ・データを保管し、このテーブルで、複数のアプリケーションおよびソリ
ューションにわたるアプリケーション固有の値を追跡します。リレーションシッ
プ・サービスは、リレーションシップおよびロールの管理用の操作を提供します。

リレーションシップの機能の仕組み

リレーションシップおよびロールは、WebSphere Integration Developer 内のリレーシ
ョンシップ・エディター・ツールのグラフィカル・インターフェースを使用して定
義されます。リレーションシップ・サービスは、リレーションシップ・サービスの
構成時に指定したデフォルト・データ・ソース内のリレーションシップ・データベ
ースにあるテーブルに、相関データを格納します。リレーションシップ内の参加者
ごとの情報が、別々のテーブル (参加者テーブルと呼ばれることもある) に保管され
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ます。リレーションシップ・サービスは、これらのリレーションシップ・テーブル
を使用して、関連するアプリケーション固有の値を追跡し、更新された情報をすべ
てのソリューションに伝搬させます。

リレーションシップはビジネス成果物であり、プロジェクト内部または共有ライブ
ラリー内にデプロイされます。最初のデプロイメントで、リレーションシップ・サ
ービスがデータを取り込みます。

実行時に、マップまたは WebSphere Process Server の他のコンポーネントでリレー
ションシップ・インスタンスが必要になると、リレーションシップのインスタンス
が、シナリオに応じて更新または取得されます。

リレーションシップおよびロールのインスタンス・データは、以下の 3 つの方法で
操作できます。

v WebSphere Process Server コンポーネント Java スニペットによるリレーションシ
ップ・サービス API の呼び出し

v WebSphere Process Server ビジネス・オブジェクト・マッピング・サービスでの
リレーションシップ変換

v リレーションシップ・マネージャー・ツール

リレーションシップの作成、リレーションシップ・タイプの識別、およびリレーシ
ョンシップ・エディターの使用に関する背景情報およびタスク情報について詳しく
は、WebSphere Integration Developer インフォメーション・センターを参照してくだ
さい。

リレーションシップ・マネージャー
リレーションシップ・マネージャーは、リレーションシップを管理するための管理
用インターフェースです。管理コンソールの「リレーションシップ・マネージャ
ー」ページを通じてアクセスします。

リレーションシップ・マネージャーには、実行時にリレーションシップおよびロー
ル・データを作成および操作するためのグラフィカル・ユーザー・インターフェー
スがあります。全レベルでリレーションシップ・エンティティーを管理できます。
つまり、リレーションシップ・インスタンス、ロール・インスタンス、属性デー
タ、プロパティー・データの各レベルです。リレーションシップ・マネージャーを
使用して、以下のことを実行できます。

v システム内のリレーションシップのリストおよび個々のリレーションシップの詳
細情報の表示

v リレーションシップ・インスタンスの管理:

– インスタンス・データのサブセットを表示するためのリレーションシップ・デ
ータの照会

– データベース・ビューを使用してインスタンス・データのサブセットを表示す
るためのリレーションシップ・データの照会

– リレーションシップ照会に一致するリレーションシップ・インスタンスのリス
トとインスタンスに関する詳細情報の表示

– リレーションシップ・インスタンスのプロパティー値の編集

– リレーションシップ・インスタンスの作成および削除。
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v ロールおよびロール・インスタンスの管理:

– ロールまたはロール・インスタンスに関する詳細の表示

– ロール・インスタンス・プロパティーの編集

– リレーションシップのロール・インスタンスの作成および削除

– データが信頼できることが分かっている時点までのリレーションシップ・イン
スタンス・データのロールバック

v 既存の静的リレーションシップからシステムへのデータのインポート、または既
存の静的リレーションシップから RI ファイルまたは CSV ファイルへのデータ
のエクスポート

v リレーションシップを使用するアプリケーションのアンインストール時の、その
リレーションシップのスキーマおよびデータのリポジトリーからの削除

Network Deployment 環境のリレーションシップ
リレーションシップは、追加の構成を行わなくても Network Deployment (ND) 環境
で使用できます。

Network Deployment (ND) 環境では、リレーションシップはアプリケーション・ク
ラスターにインストールされます。これにより、リレーションシップはクラスター
内で可視となり、クラスター内のすべてのサーバーが、リレーションシップ・デー
タベースに格納されたインスタンス・データにアクセスできるようになります。ND

環境でリレーションシップ・サービスを実行することができると、リレーションシ
ップ・サービスの拡張が容易になり、可用性が高くなります。

リレーションシップ・マネージャーを使用すると、集中管理インターフェースを通
じて、さまざまなクラスターにまたがってリレーションシップを管理できます。リ
レーションシップ MBean を選択することによって、リレーションシップ・マネー
ジャーをクラスター内のサーバーに接続します。

リレーションシップ・サービス API
リレーションシップは、ビジネス・オブジェクト・マップの内部または外部で、リ
レーションシップ・サービス API を通じてプログラマチックに呼び出すことができ
ます。

以下の 3 つの API タイプが使用可能です。

v リレーションシップ・インスタンス操作 API (インスタンス・データを直接作
成、更新、削除する操作を含む)

v リレーションシップ・パターン・サポート API (correlate()

、correlateforeignKeyLookup を含む)

v リレーションシップ・ルックアップ・パターン (ルックアップ API)

WebSphere Process Server のエンタープライズ・サービス・バス
WebSphere Process Server では、WebSphere Enterprise Service Bus と同じ機能を含
む、アプリケーション・サービスの統合がサポートされます。
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エンタープライズ・サービス・バスを介したサービスの接続
エンタープライズ・サービス・バス (ESB) を使用して、SOA の柔軟性を最大化す
ることができます。サービス対話の参加者は、直接お互いに接続するのではなく、
ESB に接続します。

サービス・リクエスターが ESB に接続すると、ESB は、必要な機能とサービスの
品質を提供するサービス・プロバイダーにメッセージを使用してその要求を配信す
る責任を負います。ESB はリクエスターとプロバイダーの対話を容易にし、プロト
コル、対話パターン、またはサービス機能のミスマッチに対処します。ESB はま
た、モニターと管理を使用可能にしたり拡張したりすることができます。ESB は
SOA の中核機能を実装し拡張する、仮想化および管理の機能を提供します。

ESB には、以下のような特徴的な機能があります。

ロケーションと ID
参加者は、その他の参加者のロケーションまたは ID を知る必要がありませ
ん。例えば、要求側は、いくつもある中のどのプロバイダーによって、要求
サービスが実行されるのかを知る必要がありません。サービス・プロバイダ
ーを追加または削除しても、混乱は生じません。

対話プロトコル
参加者は、同じ通信プロトコルまたは対話スタイルを共有する必要がありま
せん。例えば、SOAP over HTTP として表現された要求は、 Java メッセー
ジ・サービス (JMS) を介してのみ SOAP を理解するプロバイダーによって
サービスを受けることができます。

インターフェース
要求側とプロバイダーは、共通インターフェースについて一致する必要があ
りません。 ESB は、要求メッセージと応答メッセージをプロバイダーが期
待する形式に変換することによって、違いを調整します。

要求側とプロバイダーは、共通インターフェースについて一致する必要がありませ
ん ESB は、要求メッセージをプロバイダーが期待する形式に変換することに

よって、違いを調整します。

(対話) サービスの品質
参加者 (または、システム管理者) は、サービス品質要件を宣言します。こ
れには、要求の許可、メッセージ内容の暗号化と暗号化解除、サービス対話
の自動監査、要求の送付方法 (速度またはコストの最適化など) が含まれま
す。

参加者の間に ESB を介在させることによって、メディエーション と呼ばれる論理
構成を介して、対話を調整することが可能になります。メディエーションは、要求
側とプロバイダーの間でやり取りされるメッセージに対して機能します。例えば、
メディエーションを使用して、要求側が求める固有の特性を備えたサービスを検出
したり、要求側とプロバイダーの間のインターフェースの相違を解決したりするこ
とができます。複雑な対話の場合は、メディエーションを連続的に続けることもで
きます。

エンタープライズ・サービス・バスは、メディエーションを使用して、要求側とサ
ービスの間で以下のアクションを実行します。

テクニカル概説 35



v サービス間のメッセージのルーティング。エンタープライズ・サービス・バス
は、プログラマーが複雑な接続論理を書いたり保守したりしなくても、サービ
ス、およびサービスによって表されるビジネス機能を接続できるようにする、共
通コミュニケーション・インフラストラクチャーを提供します。

v 要求側とサービスの間でのトランスポート・プロトコルの変換。エンタープライ
ズ・サービス・バスは、さまざまな IT 標準を使用するビジネス機能を統合する
ための、一貫性のある標準ベースの方法を提供します。これによって、通常は通
信できないビジネス機能の統合が可能になり、部署内のアプリケーションを接続
したり、異なる企業内のアプリケーションをサービス対話に参加させることがで
きるようになります。

v 要求側とサービスの間でのメッセージ・フォーマットの変換。エンタープライ
ズ・サービス・バスは、ビジネス機能間に異なる形式の情報があっても、その交
換を可能にします。つまりバスは、あるビジネス機能に配信される情報を、その
アプリケーションで要求される形式で配信されるようにします。

v 本質的に異なるソースからのビジネス・イベントの処理。エンタープライズ・サ
ービス・バスは、サービス要求を処理するためのメッセージ交換に加えて、イベ
ント・ベースの対話をサポートします。

エンタープライズ・サービス・バスを使用することによって、コンピューター・シ
ステムではなく中核業務に集中することができます。必要な場合には、(例えば、ビ
ジネス要件の変更に対応したり、追加のサービス能力を追加したり、新しい機能を
追加したりするために) サービスを変更または追加することができます。バスを再
構成することによって、バスを使用している既存のサービスやアプリケーションに
ほとんどあるいはまったく影響を与えることなく、必要な変更を行うことができま
す。

エンタープライズ・サービス・バスのメッセージング・インフラス
トラクチャー

WebSphere Process Server には、エンタープライズ・サービス・バス機能がありま
す。WebSphere Process Server は、サービス指向、メッセージ指向、およびイベン

エンタープライズ・サービス・バス (ESB)エンタープライズ・サービス・バス (ESB)

サービス・
プロバイダーサービス

E�

サービス
E��

サービス

メディエーション

図 17. エンタープライズ・サービス・バス： エンタープライズ・サービス・バスは、サービスの要求側またはプロバ
イダーであるアプリケーション間で、メッセージをルーティングしています。このバスはトランスポート・プロトコル
を変換し、要求側とプロバイダーの間でメッセージ・フォーマットを変換しています。この図では、それぞれのアプリ
ケーションは、(コネクターの異なる形状で表されている) 異なるプロトコルを使用し、異なるメッセージ・フォーマッ
トを使用します。
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ト・ドリブンの各テクノロジーの統合をサポートすることにより、統合化されたエ
ンタープライズ・サービス・バスにおいて標準ベースのメッセージング・インフラ
ストラクチャーを実現します。

エンタープライズ・アプリケーションで使用可能なエンタープライズ・サービス機
能では、サービスの対話を円滑にするために、トランスポート層だけでなく、メデ
ィエーション・サポートも提供されます。エンタープライズ・サービス・バスは、
オープン・スタンダードおよびサービス指向アーキテクチャー (SOA) を中心に構築
されます。これは堅固な Java EE インフラストラクチャーおよび IBM WebSphere

Application Server Network Deployment によって提供される関連プラットフォーム・
サービスに基づいています。

WebSphere Process Server には、IBM WebSphere Enterprise Service Bus で利用可能
なテクノロジーと同じテクノロジーが採用されています。この機能は、WebSphere

Process Server の基盤機能であるため、この機能を利用するために WebSphere

Enterprise Service Bus 用の追加ライセンスを取得する必要はありません。

ただし、WebSphere Enterprise Service Bus の追加スタンドアロン・ライセンスを企
業にデプロイすることで、WebSphere Process Server によるプロセス統合ソリュー
ションの接続性の範囲を拡大することができます。例えば、WebSphere Enterprise

Service Bus を SAP アプリケーションのさらに近くにインストールして、IBM

WebSphere Adapter for SAP をホストしたり、SAP メッセージを変換してからネッ
トワーク間でその情報を、WebSphere Process Server によって連携可能になったビ
ジネス・プロセスに送信したりすることができます。

WebSphere Enterprise Service Bus を企業にデプロイすることで、フェデレーテッド
ESB の一部として別途インストールした WebSphere Process Server またはその他の
統合ソリューションの能力を活用して、プロセス統合ソリューションの接続性の範
囲を拡大することができます。例えば、WebSphere Enterprise Service Bus を SAP

アプリケーションのさらに近くにインストールして、IBM WebSphere Adapter for

SAP をホストしたり、SAP メッセージを変換してからネットワーク間でその情報
を、WebSphere Process Server によって連携可能になったビジネス・プロセスに送
信したりすることができます。

メッセージング宛先ホストまたはキュー宛先ホスト
メッセージング宛先ホストまたはキュー宛先ホストにより、サーバー内にメッセー
ジング機能が提供されます。サーバーをメッセージング・ターゲットとして構成す
ると、サーバーはメッセージング宛先ホストになります。

メッセージング・エンジンはサーバーの内部で稼働します。メッセージング・エン
ジンにより、メッセージング機能のほか、アプリケーションがバスに接続するため
の接続ポイントも提供されます。Service Component Architecture (SCA) の非同期通
信、JMS のインポートおよびエクスポート、および非同期の内部処理は、メッセー
ジング・エンジンでメッセージ・キューを使用します。

アプリケーション・モジュールがデプロイされると、デプロイメント環境によりバ
スを介してメッセージ送信元がメッセージ宛先に関連付けられます。メッセージ送
信元とメッセージ宛先を認識すれば、どのようなタイプのデプロイメント環境が必
要かを判断するために役立ちます。
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アプリケーションは、データベースまたはスキーマ内のテーブルの集合であるデー
タ・ストア、またはファイル・ストア内に永続データを格納できます。メッセージ
ング・エンジンは JDBC データ・ソースのインスタンスを使用して、そのデータベ
ースと対話します。

管理コンソールの「サーバー」を使用してデプロイメント環境を定義するときにメ
ッセージング宛先ホストを構成するか、ソフトウェアのインストール時にサーバー
を宛先ホストとして指定します。

データ・ストア:

すべてのメッセージング・エンジンでは、データ・ストアを使用できます。デー
タ・ストアとは、データベースまたはスキーマ内のテーブル一式であり、永続デー
タが格納されます。

データ・ストア内のすべてのテーブルは、同じデータベース・スキーマ内に保持さ
れます。各データ・ストアは、別個のデータベース内に作成することができます。
また、同一のデータベース内で複数のデータ・ストアを作成し、それぞれのデー
タ・ストアに異なるスキーマを使用することもできます。

メッセージング・エンジンは、JDBC データ・ソースのインスタンスを使用して、
そのメッセージング・エンジン用のデータ・ストアを含むデータベースと対話しま
す。

データ・ソース
データ・ソースは、アプリケーションとリレーショナル・データベースの間のリン
クを提供します。

アプリケーションは、データ・ソースを使用して、リレーショナル・データベース
への接続を取得します。データ・ソースは、他の種類のエンタープライズ情報シス
テム (EIS) に接続するための Java EE コネクター・アーキテクチャー (JCA) 接続
ファクトリーに類似しています。

データ・ソースは、JDBC プロバイダーに関連付けられています。JDBC プロバイ
ダーは、特定のタイプのデータベースに対する JDBC 接続に必要なドライバー実装
クラスを提供します。アプリケーション・コンポーネントは、データ・ソースを直
接操作して、データベースに対する接続インスタンスを取得します。各データ・ソ
ースに対応する接続プールによって、接続を管理できます。

さまざまな設定で複数のデータ・ソースを作成し、それらを同じ JDBC プロバイダ
ーに関連付けることも可能です。例えば、同じデータベース・アプリケーション内
でさまざまなデータベースにアクセスするために複数のデータ・ソースを使用す
る、といった状況が考えられます。WebSphere Process Server では、Sun

Microsystems によって定義されている以下のいずれかまたは両方のデータ・ソー
ス・インターフェースを実装するための JDBC プロバイダーが必要です。アプリケ
ーションは、これらのインターフェースを使用して、1 フェーズまたは 2 フェーズ
のトランザクション・プロトコルで稼働できるようになります。

注: Business Process Choreographer データ・ソースは、Business Process

Choreographer 構成ツールを使用して作成されます。Business Process Choreographer

の構成を参照してください。
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v ConnectionPoolDataSource - 2 フェーズ・コミット・トランザクション以外のロー
カル・トランザクションとグローバル・トランザクションにアプリケーションが
参加することを可能にするデータ・ソース。接続プールのデータ・ソースがグロ
ーバル・トランザクションに関わる場合は、トランザクション・マネージャーが
トランザクションのリカバリーを実施することはありません。複数のリソース・
マネージャーが関わっている場合は、バックアップ・リカバリー・プロセスをア
プリケーション側で用意する必要があります。

v XADataSource - 1 フェーズまたは 2 フェーズのトランザクション環境にアプリ
ケーションが参加することを可能にするデータ・ソース。このデータ・ソースが
グローバル・トランザクションに関わる場合は、WebSphere Application Server の
トランザクション・マネージャーがトランザクションのリカバリーを実施しま
す。

以下の表に、標準的なスタンドアロン環境のセットアップと標準的なデプロイメン
ト環境のセットアップを示します。

表 2. 標準的なスタンドアロン環境のセットアップ

データ・ソース
コンポーネ
ント 有効範囲 JNDI 名

WBI データ・ソ
ース

CommonDB ノード jdbc/WPSDB

SCA アプリケー
ション・バス ME

データ・ソース

SCA ME サーバー jdbc/com.ibm.ws.sib/nlNode01.server1-

SCA.APPLICATION.localhostNode01Cell.Bus

Business Process

Choreographer デ
ータ・ソース

BPC サーバー jdbc/BPEDB

Business Process

Choreographer ME

データ・ソース

BPC ME サーバー jdbc/com.ibm.ws.sib/nlNode01.server1-BPC.localhostNode01Cell.Bus

event CEI サーバー jdbc/cei

CEI ME データ・
ソース

CEI ME サーバー jdbc/com.ibm.ws.sib/nlNode01.server1-CEI.cellName.BUS

表 3. 標準的なデプロイメント環境のセットアップ

データ・ソース
コンポーネ
ント 有効範囲 JNDI 名

WBI データ・ソ
ース

CommonDB セル jdbc/WPSDB

SCA アプリケー
ション・バス ME

データ・ソース

SCA ME クラスタ
ー

jdbc/com.ibm.ws.sib/clusterone-

SCA.APPLICATION.enduranceTestCell01.Bus

Business Process

Choreographer デ
ータ・ソース

BPC クラスタ
ー

jdbc/BPEDB

Business Process

Choreographer ME

データ・ソース

BPC ME クラスタ
ー

jdbc/com.ibm.ws.sib/clusterone-BPC.enduranceTestCell01.Bus
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表 3. 標準的なデプロイメント環境のセットアップ (続き)

データ・ソース
コンポーネ
ント 有効範囲 JNDI 名

event CEI クラスタ
ー

jdbc/cei

CEI ME データ・
ソース

CEI ME クラスタ
ー

jdbc/com.ibm.ws.sib/clusterone-CEI.cellName.BUS

データ・ソースについて詳しくは、『データ・ソース』を参照してください。
WebSphere Application Server インフォメーション・センターの

JDBC プロバイダー:

JDBC プロバイダーを使用することにより、アプリケーションがリレーショナル・
データベースと対話できます。

アプリケーションは、JDBC プロバイダーを使用してリレーショナル・データベー
スと対話します。JDBC プロバイダーには、特定のデータベースのタイプにアクセ
スするための特定の JDBC ドライバー実装クラスが用意されています。そのデータ
ベースへの接続プールを作成するには、データ・ソースを JDBC プロバイダーに関
連付けます。JDBC プロバイダーとデータ・ソース・オブジェクトを組み合わせて
実行できる機能は、非リレーショナル・データベースに接続するための Java EE コ
ネクター・アーキテクチャー (JCA) 接続ファクトリーの機能と同等になります。

標準的なスタンドアロン環境のセットアップと標準的なデプロイメント環境のセッ
トアップの両方の例については、前のトピックを参照してください。

JDBC プロバイダーについて詳しくは、WebSphere Application Server インフォメー
ション・センターの『JDBC プロバイダー』を参照してください。

WebSphere Process Server 用のサービス統合バス
サービス統合バスとは、同期および非同期メッセージングによってサービス統合を
サポートする、管理された通信メカニズムです。バスは、バス・リソースを管理す
る相互接続メッセージング・エンジンで構成されます。サービス統合バスは、
WebSphere Process Server の基盤となる WebSphere Application Server テクノロジ
ーの 1 つです。

一部のバスは、システム、デプロイする Service Component Architecture (SCA) アプ
リケーション、およびその他のコンポーネントで使用するために自動的に作成され
ます。また、サービス統合論理または他のアプリケーションをサポートするために
バスを作成することもできます。例えば、WebSphere Process Server 内でサービス
要求元およびサービス・プロバイダーとして機能するアプリケーションをサポート
したり、WebSphere MQ にリンクしたりするためにバスを作成します。

バス宛先は、アプリケーションがプロデューサー、コンシューマー、またはその両
方として接続できる論理アドレスです。キュー宛先は、point-to-point メッセージン
グに使用するバス宛先です。

各バスは 1 つ以上のバス・メンバーを持ち、各バス・メンバーはサーバーまたはク
ラスターのいずれかです。
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バス・トポロジー とは、アプリケーション・サーバー、メッセージング・エンジ
ン、および WebSphere MQ のキュー・マネージャーの物理的な配置とそれらの間の
バス接続およびリンクのパターン (エンタープライズ・サービス・バス を構成する)

を意味します。

いくつかのサービス統合バスは、WebSphere Process Server をサポートするために
自動的に作成されます。デプロイメント環境を作成するか、または SCA アプリケ
ーションをサポートするためにサーバーまたはクラスターを構成する際に、最大 4

つのバスが作成されます。これらのバスには、それぞれ構成する必要がある 3 つの
認証別名があります。

SCA システム・バス:

SCA システム・バス とは、Service Component Architecture (SCA) モジュールのキ
ュー宛先をホストするために使用するサービス統合バスのことです。メディエーシ
ョン・モジュールをサポートする SCA ランタイムは、システム・バス上のキュー
宛先をインフラストラクチャーとして使用して、コンポーネントとモジュール間の
非同期対話をサポートします。

システム・バスは、デプロイメント環境を作成する際、または SCA アプリケーシ
ョンをサポートするためにサーバーまたはクラスターを構成する際に自動的に作成
されます。システム・バスは、リソース (キュー宛先など) をメディエーション・モ
ジュールおよび対話エンドポイントに対して構成するスコープを提供します。バス
により、エンドポイント間のメッセージ・ルーティングが使用可能になります。優
先順位および信頼性を含む、バスのサービス品質を指定することができます。

バス名は SCA.SYSTEM.busID.Bus です。このバスの保護のために使用される認証別
名は、SCA_Auth_Alias です。

SCA アプリケーション・バス:

アプリケーション・バス宛先では、WebSphere Business Integration Adapters と他の
System Component Architecture コンポーネントとの間の非同期通信がサポートされ
ています。

アプリケーション・バスは、デプロイメント環境を作成する際、または SCA アプ
リケーションをサポートするためにサーバーまたはクラスターを構成する際に自動
的に作成されます。アプリケーション・バスは、サービス統合論理または他のアプ
リケーションをサポートするためにユーザーが作成できるサービス統合バスに類似
しています。

バス名は SCA.APPLICATION.busID.Bus です。このバスの保護のために使用される
認証別名は、SCA_Auth_Alias です。

Common Event Infrastructure バス:

Common Event Infrastructure バスは、構成済みの Common Event Infrastructure サー
バーに Common Base Event を非同期に伝送するために使用されます。

バス名は CommonEventInfrastructure_Bus です。このバスの保護のために使用される
認証別名は、CommonEventInfrastructureJMSAuthAlias です。
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Business Process Choreographer バス:

Business Process Choreographer のバス名と認証を内部メッセージの送信に使用しま
す。

Business Process Choreographer バスは、メッセージの内部的な送信、および
Business Flow Manager の Java Messaging Service (JMS) API に使用されます。

バス名は BPC.cellName.Bus です。認証別名は BPC_Auth_Alias です。

サービス・アプリケーションおよびサービス・モジュール
サービス・モジュールは、実行時にサービスを提供する Service Component

Architecture (SCA) モジュールです。サービス・モジュールを WebSphere Process

Server にデプロイするときには、Enterprise ARchive (EAR) ファイルとしてパッケ
ージされた関連サービス・アプリケーションをビルドします。

サービス・モジュールはデプロイメントの基本単位であり、関連したサービス・ア
プリケーションが使用するコンポーネント、ライブラリー、およびステージング・
モジュールを含めることができます。サービス・モジュールにはエクスポート (オ
プションでインポートも) が格納され、モジュールとサービス・リクエスター/サー
ビス・プロバイダー間の関係が定義されます。WebSphere Process Server は、ビジ
ネス・サービスのモジュールおよびメディエーション・モジュールをサポートしま
す。モジュールとメディエーション・モジュールは、いずれも SCA モジュールの
一種です。メディエーション・モジュールは、サービス起動をターゲットが理解す
る形式に変換し、要求をターゲットに渡して結果をオリジネーターに戻すことによ
って、アプリケーション間の通信を可能にします。ビジネス・サービス用のモジュ
ールは、ビジネス・プロセスのロジックを実装します。ただし、メディエーショ
ン・モジュール内にパッケージ可能なものと同じメディエーション・ロジックをモ
ジュールに格納することもできます。

サービス・アプリケーションのデプロイ

サービス・アプリケーションを含む EAR ファイルをデプロイするプロセスは、任
意の EAR ファイルをデプロイするプロセスと同じです。メディエーション・パラ
メーターの値はデプロイメント時に変更できます。SCA モジュール が格納された
EAR ファイルをデプロイすると、サービス・アプリケーションとそれに関連するモ
ジュールの詳細を表示することができます。サービス・モジュールがエクスポート
を介してサービス・リクエスターにどのように接続されているか、およびインポー
トを介してサービス・プロバイダーにどのように接続されているかを表示すること
ができます。

SCA モジュールの詳細の表示

表示可能なサービス・モジュールの詳細は、 SCA モジュールによって異なりま
す。サービス・モジュールの詳細には、以下の属性を定義することができます。

v SCA モジュール名

v SCA モジュールの説明

v 関連したアプリケーション名

v SCA モジュール バージョン情報 (モジュールがバージョン管理されている場合)
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v SCA モジュール・インポート:

– インポート・インターフェースは、SCA モジュールがサービスにアクセスする
方法を記述した抽象定義です。

– インポート・バインディングは、SCA モジュールがサービスにアクセスすると
きの物理メカニズムを指定する具象定義です。例えば、SOAP/HTTP を使用し
ます。

v SCA モジュール・エクスポート:

– エクスポート・インターフェースは、サービス要求元が SCA モジュールにア
クセスする方法を記述した抽象定義です。

– エクスポート・バインディングは、サービス要求元が SCA モジュールにアク
セスする (それによって間接的にサービスにアクセスする) ときの物理メカニ
ズムを指定する具象定義です。

v SCA モジュール・プロパティー

インポートとインポート・バインディング
インポートは、Service Component Architecture (SCA) モジュールとサービス・プロ
バイダー間の対話を定義します。SCA モジュールは、インポートを使用することに
より、コンポーネントがローカルの表記を使用して外部サービス (SCA モジュール
の外部にあるサービス) にアクセスすることを許可します。インポート・バインデ
ィングでは、外部サービスにアクセスする特定の方法を定義します。

SCA モジュールは、外部サービスにアクセスする必要がない場合は、インポートを
持つ必要はありません。メディエーション・モジュールには、通常、意図するター
ゲットにメッセージまたは要求を渡すために使用するインポートが 1 つ以上ありま
す。

インターフェースとバインディング

SCA モジュール・インポートには少なくとも 1 つのインターフェースが必要で、1

つの SCA モジュール・インポートには単一のバインディングがあります。

v インポート・インターフェースは、Web サービスを記述するための XML 言語で
ある Web サービス記述言語 (WSDL) を使用して、操作設定を定義する抽象定義
です。1 つの SCA モジュールは、多くのインポート・インターフェースを持つ
ことができます。

v インポート・バインディングとは、SCA モジュールが外部サービスにアクセスす
るために使用する物理メカニズムを指定する具象定義です。

サポートされるインポート・バインディング

WebSphere Process Server は、以下のインポート・バインディングをサポートして
います。

v SCA バインディングでは、SCA モジュールを他の SCA モジュールに接続しま
す。SCA バインディングはデフォルト・バインディングとも呼ばれます。

v Web サービス・バインディングにより、コンポーネントが Web サービスを起動
することが許可されます。サポートされるプロトコルは SOAP1.1/

HTTP、SOAP1.2/HTTP および SOAP1.1/JMS です。
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Java API for XML Web Services (JAX-WS) をベースとした SOAP1.1/HTTP また
は SOAP1.2/HTTP バインディングが使用できます。これにより、文書または
RPC リテラル・バインディングを用いてサービスとの対話が可能になります。呼
び出しのカスタマイズには、JAX-WS ハンドラーを使います。個別に
SOAP1.1/HTTP バインディングが提供され、RPC エンコードされたバインディン
グを使用するサービスを使った対話や、呼び出しのカスタマイズに JAX-RPC ハ
ンドラーを使用する必要のある場合の対話が可能となります。

v HTTP バインディングでは、HTTP プロトコルを使用したアプリケーションへの
アクセスが許可されます。

v Enterprise JavaBeans (EJB) インポート・バインディングにより、SCA コンポーネ
ントは、Java EE サーバー上で実行される Java EE ビジネス・ロジックで提供さ
れるサービスを起動することができます。

v エンタープライズ情報システム (EIS) のバインディングは、SCA コンポーネント
と外部 EIS 間の接続を提供します。この通信はリソース・アダプターを使って行
います。

v Java Message Service (JMS) 1.1 バインディングにより、WebSphere Application

Server のデフォルト・メッセージング・プロバイダーとの相互運用が許可されま
す。JMS は、TCP/IP や HTTP または HTTPS などのさまざまなトランスポー
ト・タイプを活用します。JMS Message クラスおよびその 5 つのサブタイプ
(Text、Bytes、Object、Stream、および Map) が自動的にサポートされます。

v 汎用 JMS バインディングにより、JMS Application Server Facility (ASF) を使用
して WebSphere Application Server を統合するサード・パーティーの JMS プロ
バイダーとの相互運用が許可されます。

v WebSphere MQ JMS バインディングにより、WebSphere MQ ベースの JMS プロ
バイダーとの相互運用が可能になります。JMS Message クラスおよびその 5 つ
のサブタイプ (Text、Bytes、Object、Stream、および Map) が自動的にサポートさ
れます。WebSphere MQ を JMS プロバイダーとして使用する場合は、
WebSphere MQ JMS バインディングを使います。

v WebSphere MQ バインディングにより、WebSphere MQ との相互運用が許可され
ます。WebSphere MQ バインディングは、WebSphere MQ クライアント接続を介
したリモート・キュー・マネージャーとの間でのみ使用できます。ローカル・キ
ュー・マネージャーとの間では使用できません。ネイティブの WebSphere MQ

アプリケーションと通信する場合は、WebSphere MQ バインディングを使用しま
す。

サービスの動的呼び出し

サービスは、サポートされるどのインポート・バインディングを使用しても呼び出
すことができます。通常の場合、サービスはインポート内で指定されたエンドポイ
ントにあります。このエンドポイントは静的エンドポイントと呼ばれます。静的エ
ンドポイントを指定変更することで、異なるサービスを呼び出すことも可能です。
静的エンドポイントを動的に指定変更すれば、サポートされるあらゆるインポー
ト・バインディングを使用して、別のエンドポイントでサービスを呼び出すことが
できます。またサービスの動的起動によって、サポートされるインポート・バイン
ディングが静的エンドポイントを持たない場所でサービスを呼び出すことができま
す。
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動的起動のためのプロトコルと構成を指定するには、関連づけられたバインディン
グを用いたインポートを使用します。動的起動で使用するインポートを呼び出し側
のコンポーネントと接続するか、実行時に動的に選択することができます。

Web サービスと SCA 呼び出しでは、エンドポイント URL から推定したプロトコ
ルと構成を使って、インポートせずに動的起動を行うことも可能です。呼び出しタ
ーゲットのタイプはエンドポイント URL から識別します。インポートを使う場合
は、URL はインポート・バインディングのプロトコルと互換性がある必要がありま
す。

v SCA URL には、他の SCA モジュールの呼び出しが指示されています。

v デフォルトの HTTP または JMS URL には、Web サービスの呼び出しが指示さ
れています。これらの URL には、その URL が HTTP または JMS バインディ
ングを利用した呼び出しを表していることを示す、追加のバインディング・タイ
プの値を記述することが可能です。

v Web サービス HTTP URL では、デフォルトで SOAP 1.1 を使用する設定になっ
ていますが、SOAP 1.2 の使用を指定するバインディング・タイプの値を指定す
ることができます。

エクスポートとエクスポート・バインディング
エクスポートは、Service Component Architecture (SCA) モジュールとサービス要求
元間の対話を定義します。SCA モジュールはエクスポートを使用して、他のモジュ
ールにサービスを提供します。エクスポート・バインディングは、SCA モジュール
がサービス要求元によってアクセスされる際の特定の方法を定義します。

インターフェースとバインディング

SCA モジュールのエクスポートには、少なくとも 1 つのインターフェースが必要
です。

v エクスポート・インターフェースは、Web サービスを記述するための XML 言語
である Web サービス記述言語 (WSDL) を使用して、操作設定を定義する抽象定
義です。1 つの SCA モジュールは、多くのエクスポート・インターフェースを
持つことができます。

v エクスポート・バインディングとは、サービス要求元がサービスにアクセスする
ために使用する物理メカニズムを指定する具象定義です。通常、SCA モジュール
のエクスポートには、1 つのバインディングが指定されています。バインディン
グが指定されていないエクスポートは、SCA バインディングを持つエクスポート
としてランタイムによって解釈されます。

サポートされるエクスポート・バインディング

WebSphere Process Server は、以下のエクスポート・バインディングをサポートし
ています。

v SCA バインディングでは、SCA モジュールを他の SCA モジュールに接続しま
す。SCA バインディングはデフォルト・バインディングとも呼ばれます。

v Web サービス・バインディングにより、エクスポートを Web サービスとして起
動することが許可されます。サポートされるプロトコルは SOAP1.1/

HTTP、SOAP1.2/HTTP および SOAP1.1/JMS です。
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Java API for XML Web Services (JAX-WS) をベースとした SOAP1.1/HTTP また
は SOAP1.2/HTTP バインディングが使用できます。これにより、文書または
RPC リテラル・バインディングを用いてサービスとの対話が可能になります。呼
び出しのカスタマイズには、JAX-WS ハンドラーを使います。個別に
SOAP1.1/HTTP バインディングが提供され、RPC エンコードされたバインディン
グを使用するサービスを使った対話や、呼び出しのカスタマイズに JAX-RPC ハ
ンドラーを使用する必要のある場合の対話が可能となります。

v HTTP バインディングにより、HTTP プロトコルを使用してエクスポートへのア
クセスが許可されます。

v Enterprise JavaBeans (EJB) のエクスポート・バインディングを使うと、他の方法
では利用できない場合でも Java EE ビジネス・ロジックが SCA コンポーネント
を呼び出せるように、SCA コンポーネントを EJB として公開できるようになり
ます。

v エンタープライズ情報システム (EIS) のバインディングは、SCA コンポーネント
と外部 EIS 間の接続を提供します。この通信はリソース・アダプターを使って行
います。

v Java Message Service (JMS) 1.1 バインディングにより、WebSphere Application

Server のデフォルト・メッセージング・プロバイダーとの相互運用が許可されま
す。JMS は、TCP/IP や HTTP または HTTPS などのさまざまなトランスポー
ト・タイプを活用します。JMS Message クラスおよびその 5 つのサブタイプ
(Text、 Bytes、Object、Stream、および Map) が自動的にサポートされます。

v 汎用 JMS バインディングにより、JMS Application Server Facility (ASF) を使用
して WebSphere Application Server を統合するサード・パーティーの JMS プロ
バイダーとの相互運用が許可されます。

v WebSphere MQ JMS バインディングにより、WebSphere MQ ベースの JMS プロ
バイダーとの相互運用が可能になります。JMS Message クラスおよびその 5 つ
のサブタイプ (Text、Bytes、Object、Stream、および Map) が自動的にサポートさ
れます。WebSphere MQ を JMS プロバイダーとして使用する場合は、
WebSphere MQ JMS バインディングを使います。

v WebSphere MQ バインディングにより、WebSphere MQ との相互運用が許可され
ます。リモート (つまりクライアント) 接続を使って、リモート・マシン上の
MQ キュー・マネージャーに接続します。ローカル (つまりバインディング) 接
続とは、WebSphere MQ への直接接続のことです。これは同じマシン上の MQ

キュー・マネージャーへの接続にのみ使用できます。WebSphere MQ では、両方
のタイプの接続が許可されますが、MQ バインディングでは、「リモート」(つま
り「クライアント」) 接続のみがサポートされます。

メディエーション・モジュール
メディエーション・モジュールは、サービス要求のフォーマット、内容、またはタ
ーゲットを変更できる Service Component Architecture (SCA) モジュールです。

メディエーション・モジュールは、サービス要求元とサービス・プロバイダー間で
伝送中のメッセージを操作します。メッセージを異なるサービス・プロバイダーに
ルーティングでき、またメッセージの内容または形式を修正することもできます。
メディエーション・モジュールは、ユーザーの要件に合わせて調整したメッセー
ジ・ロギングやエラー処理などの機能を提供できます。
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メディエーション・モジュールの一定の側面を、モジュールを再デプロイすること
なく、WebSphere Process Server 管理コンソールから変更できます。

メディエーション・モジュールのコンポーネント

メディエーション・モジュールには、以下のアイテムが含まれています。

v インポート。SCA モジュールとサービス・プロバイダー間の対話を定義します。
これにより、SCA モジュールは、外部サービスをローカル・サービスのように呼
び出すことができます。WebSphere Process Server を使用してメディエーショ
ン・モジュール・インポートを表示し、バインディングを変更できます。

v エクスポート。SCA モジュールとサービス・リクエスター間の対話を定義しま
す。これにより、SCA モジュールでサービスを提供し、SCA モジュールの外部
インターフェース (アクセス・ポイント) を定義することが可能になります。メデ
ィエーション・モジュール・エクスポートは、WebSphere Process Server から表
示できます。

v SCA コンポーネント。メディエーション・モジュールなどの SCA モジュール用
のビルディング・ブロックです。 SCA モジュールとコンポーネントは、
WebSphere Integration Developer を使用してグラフィカルに作成およびカスタマイ
ズできます。メディエーション・モジュールのデプロイ後に、WebSphere Process

Server の管理コンソールから、モジュールを再デプロイせずにその属性をカスタ
マイズできます。

一般に、メディエーション・モジュールは、メディエーション・フロー・コンポ
ーネント と呼ばれる特定のタイプの SCA コンポーネントを含みます。メディエ
ーション・フロー・コンポーネントは、メディエーション・フローを定義しま
す。

メディエーション・フロー・コンポーネントには、メディエーション・プリミテ
ィブを 1 つまたは複数含めることができますが、まったく含めないことも可能で
す。WebSphere Process Server では、メッセージ・ルーティングおよび変換のた
めの機能を提供する、あらかじめ用意された 1 組のメディエーション・プリミテ
ィブがサポートされます。メディエーション・プリミティブをより柔軟に使用す
る必要がある場合は、カスタム・メディエーション・プリミティブを使用して、
カスタム・ロジックを呼び出すことができます。

メディエーション・フロー・コンポーネントが含まれていないメディエーショ
ン・モジュールには、サービス要求をあるプロトコルから別のプロトコルに変換
するという目的があります。例えば、SOAP/JMS を使用して作成したサービス要
求を、送信前に SOAP/HTTP に変換しなければならない場合があります。

注: WebSphere Process Server から、メディエーション・モジュールを表示して、
一定の変更を加えることができます。ただし、WebSphere Process Server モジュ
ールの内部から SCA コンポーネントを表示あるいは変更することはできませ
ん。SCA コンポーネントをカスタマイズするには、WebSphere Integration

Developer を使用してください。
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v プロパティー

メディエーション・プリミティブはプロパティーを持ちます。一部のプロパティ
ーは、SCA モジュールの追加のプロパティーとして管理コンソールに表示させる
ことができます。

メディエーション・プリミティブのプロパティーを WebSphere Process Server 管
理コンソールで表示するには、統合開発者はこれらのプロパティーをプロモート
する必要があります。一部のプロパティーは管理上の構成に適しています。これ
らのプロパティーは統合サイクルから管理サイクルへプロモート可能であるた
め、WebSphere Integration Developer はこれらのプロパティーをプロモート可能な
プロパティーとして記述します。他のプロパティーは、変更するとメディエーシ
ョン・フローに影響が生じ、メディエーション・モジュールの再デプロイが必要
になるおそれがあるため、管理構成には適しません。WebSphere Integration

Developer は、メディエーション・プリミティブのプロモートされるプロパティー
の下に、プロモート対象として選択できるプロパティーのリストを示します。

WebSphere Process Server 管理コンソールを使用すると、メディエーション・モ
ジュールの再デプロイや、サーバーまたはモジュールの再始動を行うことなく、
プロモートされるプロパティーの値を変更できます。

一般的に、メディエーション・フローはプロパティーの変更を即時に使用しま
す。ただし、デプロイメント・マネージャー・セル内でプロパティーの変更が生
じた場合、各ノードで同期化が行われるとそのノード上で変更が有効になりま
す。また、処理中のメディエーション・フローでは、前の値が引き続き使用され
ます。

メディエーション
・モジュール
のエクスポート

メディエーション
・モジュール
のインポート

メディエーション・フロー・コンポーネント

メディエーション・
プリミティブ

メディエーション・
プリミティブ

��メディエーション・
プリミティブ

��が��した ��} ��}O��}

インターフェース 12

図 18. メディエーション・モジュールの簡単な例： メディエーション・モジュールには、メ
ディエーション・プリミティブが含まれた 1 つのメディエーション・フロー・コンポーネン
トが含まれています。
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注: 管理コンソールではプロパティー値のみ変更でき、プロパティーのグルー
プ、名前、またはタイプは変更できません。プロパティーのグループ、名前、ま
たはタイプを変更する必要がある場合、WebSphere Integration Developer を使用す
る必要があります。

v また、メディエーション・モジュールや従属ライブラリーにより、サブフローを
定義することもできます。サブフローにより、統合論理の再使用可能部分として
共にワイヤリングされたメディエーション・プリミティブのセットがカプセル化
されます。メディエーション・フローにプリミティブを追加して、サブフローを
呼び出すことができます。

メディエーション・モジュールのデプロイ

メディエーション・モジュールは、WebSphere Integration Developer を使用して作成
され、一般に WebSphere Process Server のエンタープライズ・アーカイブ (EAR)

ファイル内にデプロイされます。

プロモートされるプロパティーの値は、デプロイメント時に変更できます。

WebSphere Integration Developer からメディエーション・モジュールをエクスポート
すると、WebSphere Integration Developer にメディエーション・モジュールを Java

アーカイブ (JAR) ファイル内にパッケージ化させ、その JAR ファイルを EAR フ
ァイル内にパッケージ化させることができます。この後、管理コンソールから新規
アプリケーションをインストールすることにより、EAR ファイルをデプロイできま
す。

メディエーション・モジュールは 1 つのエンティティーと考えられます。ただし、
SCA モジュールは、1 つの JAR ファイルに保管されたいくつかの XML ファイル
によって定義されます。

メディエーション・モジュールが�まれる ファイルの�EAR

メディエーション・
モジュールが�まれる
ユーティリティー

ファイルJAR

EJB JAR
ファイル

マニフェスト・
ファイル

WAR
ファイル

図 19. メディエーション・モジュールが含まれる EAR ファイルの簡単な例： EAR ファイル
には JAR が含まれます。ユーティリティー JAR ファイルにはメディエーション・モジュー
ルが含まれます。
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メディエーション・プリミティブ
メディエーション・フロー・コンポーネントは、サービス・コンポーネント間のメ
ッセージ・フローを操作します。メディエーション・コンポーネントの機能は、標
準サービス実装タイプをインプリメントするメディエーション・プリミティブ によ
ってインプリメントされます。

メディエーション・フロー・コンポーネントには、1 つ以上のフローがあります。
例えば、要求用のフロー、応答用のフローなどです。

WebSphere Process Server は、提供されたメディエーション・プリミティブのセッ
トをサポートしており、このメディエーション・プリミティブ・セットは、
WebSphere Process Server にデプロイされたメディエーション・モジュールまたは
モジュールの標準メディエーション機能を実装します。特殊なメディエーション機
能が必要な場合は、ユーザー独自のカスタム・メディエーション・プリミティブを
開発できます。

メディエーション・プリミティブは、サービス・メッセージ・オブジェクト (SMO)

で表されるメッセージを処理するかまたは取り扱う 1 つの「入力」操作を定義しま
す。メディエーション・プリミティブは、メッセージを別のコンポーネントまたは
モジュールに送信する「出力」操作も定義します。

WebSphere Integration Developer を使用すると、メディエーション・プリミティブを
構成して、そのプロパティーを設定できます。これらのプロパティーの一部は、プ
ロモートを行うことにより、ランタイム管理者に対して表示することができます。
プロモート可能なメディエーション・プリミティブ・プロパティーは、すべて動的
プロパティーにすることもできます。動的プロパティーは、ポリシー・ファイルを
使用して実行時にオーバーライドすることができます。

メディエーション・
プリミティブ

myMap

メディエーション・
プリミティブ

myLogger

サービス・
メッセージ・
オブジェクト

XSL�� メッセージ・ロガー

エクスポート インポート

メディエーション・モジュール

メディエーション・
プリミティブ

myFilter

メッセージ・フィルター

図 20. 3 つのメディエーション・プリミティブから成るメディエーション・モジュール
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WebSphere Integration Developer を使用すると、メディエーション・プリミティブを
基にしてメディエーション・フロー・コンポーネントをグラフィカルにモデル化し
て組み立てることと、メディエーション・フロー・コンポーネントを基にメディエ
ーション・モジュールまたはモジュールを組み立てることができます。管理コンソ
ールではメディエーション・モジュールおよびモジュールのことを SCA モジュー
ルと呼びます。

WebSphere Integration Developer により、モジュールやモジュールの従属ライブラリ
ー内にサブフローを定義することもできます。サブフローには、ポリシー解決メデ
ィエーション・プリミティブを除くすべてのメディエーション・プリミティブを定
義することができます。サブフローは、要求フローや応答フロー、またはサブフロ
ー・メディエーション・プリミティブを使用する別のサブフローから呼び出されま
す。サブフロー内のメディエーション・プリミティブからプロモートされたプロパ
ティーは、サブフロー・メディエーション・プリミティブ上のプロパティーとして
公開されます。このプロパティーは、ランタイム管理者による変更が可能なモジュ
ール・レベルに到達するまで、再度プロモートすることができます。

サポートされるメディエーション・プリミティブ

以下のメディエーション・プリミティブ・セットが WebSphere Process Server でサ
ポートされています。

ビジネス・オブジェクト・マップ
メッセージを変換します。

v 再利用可能なビジネス・オブジェクト・マップを使用して、メッセージ変
換を定義します。

v ビジネス・オブジェクト・マップ・エディターを使用して、メッセージ変
換をグラフィカルに定義できます。

v メッセージの内容を変更できます。

v 入力メッセージ・タイプを別の出力メッセージ・タイプに変換できます。

カスタム・メディエーション
独自のメディエーション・ロジックを Java コードに実装できます。カスタ
ム・メディエーション・プリミティブは、ユーザー定義メディエーション・
プリミティブの柔軟性と、事前定義メディエーション・プリミティブの簡素
性を兼ね備えています。以下の方法により、複雑な変換およびルーティン
グ・パターンを作成できます。

v Java コードの作成。

v 独自プロパティーの作成。

v 新規端末の追加。

カスタム・メディエーション・プリミティブからサービスを呼び出すことは
可能ですが、サービス起動メディエーション・プリミティブはサービスを呼
び出す目的で設計されており、再試行などの追加機能を提供します。

データ・ハンドラー
メッセージの一部を変換できます。メッセージのエレメントを物理形式から
論理構造に変換したり、論理構造から物理形式に変換したりするために使用
します。プリミティブの主な使用目的は、JMS テキスト・メッセージ・オ
ブジェクト内のテキスト・ストリングなどの物理形式を論理ビジネス・オブ
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ジェクト構造に、およびその逆方向に変換することです。このメディエーシ
ョンは、一般に次の目的で使用されます。

v 入力メッセージのセクションを定義済み構造から別の構造に変換する -

一例として、SMO にコンマ区切りのストリング値が含まれており、この
SMO を解析して特定のビジネス・オブジェクトにする場合が挙げられま
す。

v メッセージ・タイプを変更する - 例えば、JMS エクスポートで JMS 基
本タイプト・データ・バインディングを使用するように構成されており、
統合開発者がメディエーション・モジュール内でコンテンツを特定の BO

構造まで拡張することを指定する場合などです。

データベース・ルックアップ
ユーザーが提供するデータベースからの情報を使用して、メッセージを変更
します。

v データベース・ルックアップ・メディエーション・プリミティブを使用で
きるように、データベース、データ・ソース、およびサーバー認証の設定
をセットアップする必要があります。これを簡単に実行するには、管理コ
ンソールを使用します。

v データベース・ルックアップ・メディエーション・プリミティブは、1 つ
のテーブルからのみ読み取ることができます。

v 指定されたキー列には、固有な値が含まれていなければなりません。

v 値列のデータは、単純 XML スキーマ・タイプか、単純 XML スキー
マ・データを拡張した XML スキーマ・タイプになっている必要があり
ます。

エンドポイント・ルックアップ
リポジトリー内でサービス・エンドポイントを検索することにより、要求の
動的ルーティングを可能にします。

v サービス・エンドポイント情報は、WebSphere Service Registry and

Repository (WSRR) から取得されます。WSRR レジストリーは、ローカ
ルまたはリモートにすることができます。

v レジストリーの変更を WSRR 管理コンソールから行います。

v WebSphere Process Server は、どのレジストリーを使用するかを認識する
必要があるため、WebSphere Process Server 管理コンソールを使用して
WSRR アクセス定義を作成する必要があります。

イベント・エミッター
イベントをメディエーション・フロー・コンポーネント内から送信できるよ
うにして、モニター機能を拡張します。

v メディエーション・アクションは、チェック・ボックスを選択解除するこ
とによって中断できます。

v この後、WebSphere Process Server 上の Common Base Events (CBE) ブ
ラウザーを使用してイベント・エミッターのイベントを表示することがで
きます。

v パフォーマンス上の理由から、メディエーション・フロー内の重要な点で
のみイベントを送信するようにします。

v イベントに記録されるメッセージの一部分を定義できます。
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v イベントは Common Base Event の形で、Common Event Infrastructure サ
ーバーに送信されます。

v イベント・エミッター情報を十分活用するには、イベント・コンシューマ
ーが Common Base Event の構造を理解しておく必要があります。
Common Base Events には包括的なスキーマがありますが、このスキーマ
では拡張データ・エレメントに含まれるアプリケーション固有のデータは
モデル化されません。拡張データ・エレメントをモデル化するために、
WebSphere Integration Developer のツール群により、構成済みのイベン
ト・エミッター・メディエーション・プリミティブ ごとに Common

Event Infrastructure イベント・カタログ定義ファイルが生成されます。イ
ベント・カタログ定義ファイルは、ユーザーのサポート用に提供されるエ
クスポート成果物ですが、これらは WebSphere Integration Developer や
WebSphere Process Server ランタイムでは使用されません。イベント・カ
タログ定義ファイルは、イベント・エミッターのイベントを利用するアプ
リケーションを作成するときに参照する必要があります。

v WebSphere Process Server から、その他のモニターを指定することができ
ます。例えば、インポートおよびエクスポートから送信するイベントをモ
ニターすることができます。

障害 フロー内の特定のパスを停止して、例外を生成します。

ファンイン
メッセージを集約 (結合) するのに役立ちます。

v ファンアウト・メディエーション・プリミティブと組み合わせた場合にの
み使用できます。

v ファンアウト・メディエーション・プリミティブとファンイン・メディエ
ーション・プリミティブを組み合わせて使用すると、データを 1 つの出
力メッセージに集約できます。

v ファンイン・メディエーション・プリミティブは、決定点に到達するまで
複数のメッセージを受信し、1 つのメッセージを出力します。

v 集約データを保持するには、共用コンテキストを使用します。

ファンアウト
メッセージを分割して集約 (結合) するのに役立ちます。

v ファンアウト・メディエーション・プリミティブとファンイン・メディエ
ーション・プリミティブを組み合わせて使用すると、データを 1 つの出
力メッセージに集約できます。

v 繰り返しモードでは、ファンアウト・メディエーション・プリミティブに
より、繰り返し要素を含む単一の入力メッセージを繰り返すことができま
す。繰り返し要素が出現するたびに、メッセージが送信されます。

v 集約データを保持するには、共用コンテキストを使用します。

HTTP ヘッダー・セッター
HTTP メッセージ・ヘッダーを管理するためのメカニズムを提供します。

v HTTP メッセージ・ヘッダーを作成、設定、コピー、または削除できま
す。

v 複数のアクションを設定して複数の HTTP ヘッダーを変更できます。
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MQ ヘッダー・セッター
MQ メッセージ・ヘッダーを管理するメカニズムを提供します。

v MQ メッセージ・ヘッダーを作成、設定、コピー、または削除できます。

v 複数のアクションを設定して複数の MQ ヘッダーを変更できます。

SOAP ヘッダー・セッター
SOAP メッセージ・ヘッダーを管理するためのメカニズムを提供します。

v SOAP メッセージ・ヘッダーを作成、設定、コピー、または削除できま
す。

v 複数のアクションを設定して複数の SOAP ヘッダーを変更できます。

メッセージ・エレメント・セッター
メッセージの内容を設定するための単純な機能を提供します。

v メッセージ・エレメントを変更、追加、または削除することができます。

v メッセージのタイプは変更されません。

v 値列のデータは、単純 XML スキーマ・タイプか、単純 XML スキー
マ・データを拡張した XML スキーマ・タイプになっている必要があり
ます。

メッセージ・フィルター
メッセージ内容に基づいて、さまざまなパスにメッセージを送付します。

v メディエーション・アクションは、チェック・ボックスを選択解除するこ
とによって中断できます。

メッセージ・ロガー
リレーショナル・データベース内に、またはユーザー独自のカスタム・ロガ
ーによってメッセージをログに記録します。メッセージは XML として保
管されるので、データは XML 対応アプリケーションで後処理できます。

v メディエーション・アクションは、チェック・ボックスを選択解除するこ
とによって中断できます。

v Rational データベース・スキーマ (テーブル構造) は IBM によって定義
されます。

v デフォルトでは、メッセージ・ロガー・メディエーション・プリミティブ
が共通データベースを使用します。ランタイムは、jdbc/mediation/

messageLog にあるデータ・ソースを共通データベースにマップします。

v ハンドラー実装クラスを設定して、カスタム・ロガーの動作をカスタマイ
ズできます。オプションとして、フォーマッター実装クラス、フィルター
実装クラス、またはその両方を設定して、カスタム・ロガーの動作をカス
タマイズすることもできます。

ポリシー解決
リポジトリー内でサービス・エンドポイントおよび関連付けられたポリシ
ー・ファイルを検索することにより、要求の動的構成を可能にします。

v ポリシー・ファイルを使用して、他のメディエーション・プリミティブの
プロモートされたプロパティーを動的にオーバーライドできます。

v サービス・エンドポイント情報およびポリシー情報は、WebSphere

Service Registry and Repository (WSRR) から取得されます。WSRR レジ
ストリーは、ローカルまたはリモートにすることができます。
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v レジストリーの変更を WSRR 管理コンソールから行います。

v WebSphere Process Server は、どのレジストリーを使用するかを認識する
必要があるため、WebSphere Process Server 管理コンソールを使用して
WSRR アクセス定義を作成する必要があります。

サービス起動
メディエーション・フローが終了するまで待ってからコールアウト・メカニ
ズムを使用するのではなく、メディエーション・フローの内部からサービス
を呼び出します。

v サービスから障害が返された場合は、同じサービスを再試行するか、別の
サービスを呼び出すことができます。

v サービス起動メディエーション・プリミティブは、単純なサービス呼び出
しに対して単独で使用できるだけでなく、複雑なメディエーションの場合
は他のメディエーション・プリミティブと組み合わせて使用することもで
きる強力なメディエーション・プリミティブです。

メッセージ型の設定
統合開発時に、型付けの弱いメッセージ・フィールドを型付けの強いメッセ
ージ・フィールドであるかのように処理できます。フィールドに複数のデー
タ型を入力できる場合、そのフィールドは型付けの弱いフィールドです。フ
ィールドの型および内部構造が既知の場合、そのフィールドは型付けの強い
フィールドです。

v メッセージ型の設定メディエーション・プリミティブを使用すると、予想
したデータ型とメッセージの内容が一致していることを実行時に確認でき
ます。

停止 例外を生成せずに、フロー内の特定のパスを停止します。

タイプ・フィルター
タイプに基づいて、フローの別のパスにメッセージを誘導できます。

XSL 変換
メッセージを変換します。

v Extensible Stylesheet Language (XSL) 変換を実行できます。

v XSLT 1.0 変換を使用してメッセージを変換します。この変換は、メッセ
ージの XML 直列化を処理します。

動的ルーティング
統合時に定義されたエンドポイントを使用したり、実行時に動的に判別されたエン
ドポイントを使用したりして、さまざまな方法でメッセージをルーティングするこ
とができます。

動的ルーティングは、フローは動的だが、考えられるすべてのエンドポイントが
Service Component Architecture (SCA) モジュール で事前定義されているメッセー
ジ・ルーティング、およびフローが動的で、エンドポイントの選択も動的であるメ
ッセージ・ルーティングを扱います。後者の場合、サービス・エンドポイントは実
行時に外部ソースから選択されます。
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動的エンドポイントの選択

ランタイムには、メッセージ・ヘッダー・エレメントによって識別されるエンドポ
イント・アドレスに要求および応答のメッセージをルーティングする機能がありま
す。このメッセージ・ヘッダー・エレメントは、メディエーション・フロー内の メ
ディエーション・プリミティブによって更新できます。エンドポイント・アドレス
は、レジストリーからの情報、データベース、およびメッセージ自体からの情報で
更新できます。応答メッセージのルーティングは、応答が Web サービス JAX-WS

エクスポートによって送信される場合にのみ適用されます。

要求または応答時に動的ルーティングをランタイムに実装するには、 SCA モジュ
ールで「メッセージ・ヘッダーで設定する場合は動的エンドポイントを使用」プロ
パティーが設定されている必要があります。統合開発者は、「メッセージ・ヘッダ
ーで設定する場合は動的エンドポイントを使用」プロパティーを設定することがで
きます。または、ランタイム管理者がこのプロパティーを設定できるようにプロモ
ート (実行時に表示) することもできます。「モジュール・プロパティー」ウィンド
ウでモジュール・プロパティーを表示できます。ウィンドウを表示するには、「ア
プリケーション」 > 「SCA モジュール」 > 「モジュール・プロパティー」をクリ
ックします。統合開発者はプロモートされたプロパティーに別名を付けます。それ
らは管理コンソールで表示される名前になります。

レジストリー

IBM WebSphere Service Registry and Repository (WSRR) を使用してサービス・エン
ドポイント情報を保管し、SCA モジュールを作成して WSRR レジストリーからエ
ンドポイントを取得できます。

SCA モジュールを開発する場合、エンドポイント・ルックアップ・メディエーショ
ン・プリミティブを使用して、メディエーション・フローが WSRR レジストリー
を照会してサービス・エンドポイントまたはサービス・エンドポイントのセットを
調べられるようにできます。SCA モジュールがエンドポイントのセットを取得する
場合、別のメディエーション・プリミティブを使用して優先されるものを選択する
必要があります。

サービス要求のメディエーション・ポリシー制御
メディエーション・ポリシーを使用して、サービス要求元とサービス・プロバイダ
ー間のメディエーション・フローを制御することができます。

IBM WebSphere Service Registry and Repository (WSRR) に保管されたメディエーシ
ョン・ポリシーを使用して、メディエーション・フローを制御することができま
す。WSRR でのサービス・ポリシー管理の実装は、Web サービス・ポリシー・フレ
ームワーク (WS-Policy) に基づいています。

メディエーション・ポリシーを使用してサービス要求を制御するには、適切な
Service Component Architecture (SCA) モジュールとメディエーション・ポリシー文
書を WSRR レジストリーに備えている必要があります。

メディエーション・ポリシーをサービス要求に付加する方法

メディエーション・ポリシーを使用する必要がある SCA モジュールを開発する場
合、ポリシー解決メディエーション・プリミティブをメディエーション・フローに
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組み込む必要があります。実行時に、ポリシー解決メディエーション・プリミティ
ブは、メディエーション・ポリシー情報をレジストリーから取得します。したがっ
て、サービス要求のメディエーション・ポリシー制御をサポートするには、SCA モ
ジュールにメディエーション・フロー・コンポーネントが含まれている必要があり
ます。

レジストリー内では、1 つ以上のメディエーション・ポリシーを 1 つの SCA モジ
ュールに付加したり、SCA モジュールで使用されるターゲット・サービスに付加し
たりすることができます。付加されたメディエーション・ポリシーは、SCA モジュ
ールにより処理されるすべてのサービス・メッセージに使用できます (その有効範
囲内にあります)。メディエーション・ポリシーは、条件を定義するポリシー・アタ
ッチメントを持つことができます。メディエーション・ポリシー条件により、さま
ざまなメディエーション・ポリシーをさまざまなコンテキストで適用できます。さ
らに、メディエーション・ポリシーには、ガバナンス状態を指定するために使用で
きる種別を設けることができます。

WebSphere Service Registry and Repository
WebSphere Service Registry and Repository (WSRR) 製品を使用すると、サービス・
エンドポイントとメディエーション・ポリシーに関する情報の保管、アクセス、管
理を行うことができます。 WSRR によってより動的なサービス・アプリケーショ
ンを実現し、絶えず変化するビジネス条件に適応することができます。

概要

メディエーション・フローによって WSRR を動的な検索メカニズムとして使用
し、サービス・エンドポイントやメディエーション・ポリシーに関する情報を取得
することができます。

WSRR へのアクセスを構成するには、管理コンソールを使用して WSRR 定義文書
を作成します。あるいは、wsadmin スクリプト・クライアントから WSRR 管理コ
マンドを使用できます。WSRR 定義とその接続プロパティーは、レジストリー・イ
ンスタンスへの接続と、サービス・エンドポイントやメディエーション・ポリシー
の取得に使用されるメカニズムです。

サービス・エンドポイント

WSRR を使用して、既に使用したサービス、これから使用するサービス、知ってお
くべきサービスに関する情報を保管することができます。これらのサービスの場所
は、現在のシステム上でも他のシステム上でもかまいません。例えばアプリケーシ
ョンは、WSRR を使用して、機能およびパフォーマンスの必要性を満たすもっとも
適切なサービスを見つけることができます。

WSRR からサービス・エンドポイントにアクセスする必要がある SCA モジュール
を開発する場合、エンドポイント・ルックアップ・メディエーション・プリミティ
ブをメディエーション・フローに組み込む必要があります。エンドポイント・ルッ
クアップ・メディエーション・プリミティブは、実行時にサービス・エンドポイン
トをレジストリーから取得します。
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メディエーション・ポリシー

WSRR を使用して、メディエーション・ポリシー情報を保管することもできます。
メディエーション・ポリシーを使用して動的にモジュール・プロパティーをオーバ
ーライドすることにより、サービス要求を制御することができます。SCA モジュー
ルまたはターゲット・サービスを表すオブジェクトに付加されているメディエーシ
ョン・ポリシーが WSRR に含まれている場合は、そのメディエーション・ポリシ
ーによってモジュールのプロパティーがオーバーライドされる場合があります。異
なるコンテキストで別のメディエーション・ポリシーを適用したい場合は、メディ
エーション・ポリシー条件を作成します。

注: メディエーション・ポリシーはメディエーション・フローの制御に関わるもの
で、セキュリティーとは関係ありません。

メディエーション・ポリシーを使用する必要がある SCA モジュールを開発する場
合、ポリシー解決メディエーション・プリミティブをメディエーション・フローに
組み込む必要があります。実行時に、ポリシー解決メディエーション・プリミティ
ブは、メディエーション・ポリシー情報をレジストリーから取得します。

メッセージ・サービス・クライアント
C/C++ および .NET 用のメッセージ・サービス・クライアントを利用して、Java 以
外のアプリケーションからエンタープライズ・サービス・バスに接続できます。

Message Service Clients for C/C++ and .NET は、Java Message Service (JMS) API

と同じインターフェースのセットを持つ XMS という API を提供します。Message

Service Client for C/C++ には 2 つの XMS 実装があり、一方は C アプリケーショ
ン用、もう一方は C++ アプリケーション用です。Message Service Client for .NET

には、完全に管理された XMS 実装があり、これは任意の .NET 対応言語で使用で
きます。

Message Service Clients for .NET は http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?rs=0

&q1=IA9H&uid=swg24011756&loc=en_US&cs=utf-8&cc=us&lang=en から入手できま
す。

Message Service Clients for C/C++ は、http://www-01.ibm.com/support/

docview.wss?rs=0&q1=ia94&uid=swg24007092&loc=en_US&cs=utf-8&cc=us&lang=en か
ら入手できます。

また、WebSphere Application Server Network Deployment から、Web サービス・ク
ライアント、EJB クライアント、JMS クライアントを含む、Java EE クライアン
ト・サポートをインストールして使用することができます。
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